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活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ

「
グ
ロ
ー
カ
ル
に
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
に
」

　「
沖
縄
と
い
う
小
さ
な
島
か
ら
出
て
、広
い
日
本
・
世
界
を
見

て
視
野
を
広
げ
た
い
。」こ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、沖
縄
尚
学
卒
業

後
に
東
京
の
大
学
に
進
学
し
、米
国
留
学
も
経
験
し
ま
し
た
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
国
際
協
力
N
G
O
等
と
の
出
会
い
か
ら
、海
外
で

国
際
協
力
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

沖
縄
を
離
れ
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
は
、自
分
が
い
か
に
沖
縄
や

日
本
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
無
知
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、他
者
を
理
解
し
世
界
を
知
る
に
は
、ま
ず
は
、自
分
の
ル
ー
ツ
を
知
り
、確
固
と
し
た
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
値
観
・
意
見
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
わ
か
って
き
ま
し
た
。ま
た
、国
際
貢
献
と
いっ

て
外
に
目
を
む
け
て
い
ま
し
た
が
、実
は
、自
分
の
周
り
に
も
身
近
で
重
要
な
社
会
的
課
題
が
数
多
く

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。グ
ロ
ー
バル
な
視
点
を
持
ち
つつ
、地
に
足
を
つ
け
て
、当
事
者
意
識
や
市

民
性
を
も
って
、社
会
の一員
と
し
て
役
割
を
果
た
し
、グ
ロ
ー
カ
ル（
グ
ロ
ー
バ
ル
＋
ロ
ー
カ
ル
）に
行
動
す

る
こ
と
が
、グ
ロ
ー
バル
市
民
な
の
で
す
ね
。

　
長
年
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
、挑
戦
と
寄
り
道
、成
功
・
失
敗
を
通
し
て
、私
自
身
は
や
っ
と
こ
の
よ
う

に
思
い
至
り
ま
し
た
。現
在
の
在
校
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、日
々
、学
校
で
学
び
身
に
つ
け
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。沖
縄
尚
学
で
は
、現
在
、グ
ロ
ー
バル
教
養
人
を
育
成
す
る
た
め
に
、沖
縄
空
手
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
、異
文
化
交
流
な
ど
、勉
学
以
外
に
も
多
様
な
取
り
組
み
を
行
って
い
る
と
伺
い
、感
銘
を

受
け
ま
し
た
。特
に
沖
縄
空
手
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、世
界
の
ど
こ
に
行
っ
て
も
自
負
で
き
る
、沖
縄

尚
学
な
ら
で
は
の
独
自
の
取
り
組
み
で
、皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
強
み
・
土
台
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
が
グ
ロ
ー
バ
ル・リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
大
学
で
学
生
の
教
育
に
携
わ
っ
て
約
1
0
年

が
た
ち
ま
す
が
、沖
縄
尚
学
中
高
に
お
け
る
文
武
両
道
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
間
力
・
教
養
を
育
成
す
る

取
り
組
み
は
、一
人
の
大
学
人
か
ら
み
て
も
非
常
に
画
期
的
で
あ
り
、目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
熱
意
溢
れ
る
先
生
方
や
志
の
高
い
同
級
生
に
囲
ま
れ
た
沖
縄
尚
学
で
学
ん
だ
こ
と
。そ
れ
は
、「
基

礎
・
継
続
は
力
な
り
」、「
自
分
の
言
葉
を
持
つ
」、「
志
を
高
く
も
ち
、挑
戦
す
る
」、「
切
磋
琢
磨
で
き

る
友
人
・
仲
間
を
も
つ
」と
い
う
4
点
で
す
。特
に
、「
自
分
の
言
葉
を
持
て
！
」と
い
う
、恩
師
で
あ
る

副
理
事
長
・
名
城
政
一郎
先
生
の
言
葉
は
、今
で
も
心
に
刻
み
、日
々
の
励
み
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、私
も
教
育
者
と
し
て
多
様
な
学
生
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。N
P
O（
非
営
利
組
織
）論
を

担
当
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
、進
路
・
キ
ャ
リ
ア
、自
信
喪
失
、障
害
、L
G
B
T
Q（
性
的
少
数

者
）等
、学
業
を
超
え
た
相
談
も
受
け
、一緒
に
悩
み
寄
り
添
い
な
が
ら
、自
分
の
言
葉
で
語
り
か
け
て

い
ま
す
。彼
ら
が
成
長
す
る
こ
と
が
、大
き
な
や
り
が
い
で
す
。今
が
あ
る
の
は
、沖
縄
尚
学
で
の
、毎
回

の
授
業
に
熱
心
に
臨
ま
れ
、進
路
相
談
に
も
親
身
に
対
応
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
や
、一
緒
に
切
磋
琢

磨
し
て
き
た
同
級
生
の
お
か
げ
で
す
。こ
の
場
を
借
り
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。在
校
生
の
皆

さ
ん
も
、沖
縄
尚
学
で
、良
い
出
会
い
と
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、人
生
の
土
台
を
培
っ
て
、グ
ロ
ー
カ
ル

に
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

沖
縄
県
南
城
市
出
身
。
上
智
大
学
外
国
語
学
部
卒
業
。
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
大
学
公
共
経
営
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
大
阪
大
学

国
際
公
共
政
策
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
2
0
0
7
年
よ
り
東
北
大
学
に
て
、
非
営
利
組
織
論
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
経

営
組
織
、
等
の
授
業
を
担
当
。
著
書
に
『
S
o
c
i
a
l 

C
a
p
i
t
a
l 

a
n
d 

C
i
v
i
l 

S
o
c
i
e
t
y 

i
n 

J
a
p
a
n
』、『
は
じ
め
て
の
N
P
O
論
』（
共
著
）
な
ど
。

「
風
格
と
親
近
感
」を

　
　

   

感
じ
さ
せ
る
進
学
校
創
り
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第47回沖縄県高等学校音楽コンテスト
ピアノ独奏の部　金賞　比嘉　桃子（2の6）
ピアノ独奏の部　金賞　太田　梨胡（2の9）

独唱の部　銀賞　渡慶次理緒（2の9）
ピアノ独奏の部　銀賞　比嘉　良叡（2の9）

第73回九州合唱コンクール宮崎大会
銀賞　　　合唱部（3の2）

第47回沖縄県高等学校音楽コンテスト
弦楽器独奏の部　銀賞　比嘉　良叡（2の9）

第42回沖縄県高等学校総合文化祭
弁論部門　２位　爲我井愛未（2の9）

第42回沖縄県高文連囲碁将棋秋季大会
個人　４位　長野　　航（3の9）

第53回沖縄県高等学校英語弁論大会
第1部（海外経験なし）　２位　具志堅芽生（1の2）
第2部（海外経験あり）　１位　屋宜　楽人（1の9）

第19回沖縄県高等学校英語ディベート大会
３位　國仲元之輔（1の9）　五十嵐涼花（1の9）

伊敷　美旅（1の9）　織田恵理子（2の7）
梅木　偲華（2の9）　太田　梨胡（2の9）

第42回沖縄県高等学校総合文化祭
美術工芸部門　優秀賞　石垣　　穗（1の3）

BYUハワイ校第20回全国高校生英語スピーチコンテスト
３位　豊田　真菜（2の9）

第14回沖縄県高校生中国語発表大会
詩の部　３位　棚原　小春（2の9）

平成30年度全日本通信珠算競技大会　沖縄県大会
フラッシュ暗算競技　第２位　宮内　　新（2の8）　前田　叡二（1の5）

玉寄　拓海（2の3）　幸地えりな（2の6）
読上暗算競技　第２位　宮内　　新（2の8）　前田　叡二（1の5）

玉寄　拓海（2の3）　幸地ゆりな（2の1）
幸地えりな（2の6）

読上算競技　第２位　宮内　　新（2の8）　前田　叡二（1の5）
玉寄　拓海（2の3）　幸地ゆりな（2の1）

幸地えりな（2の6）
高等学校の部　個人総合競技　第３位　幸地えりな（2の6）

新崎　一帆（1の5）
高等学校の部　団体総合競技　優　勝　知念優里奈（3の7）

大久保果林（3の7）
幸地えりな（2の6）

平成30年度全日本通信珠算競技大会
高等学校の部　個人総合競技　日本一　知念優里奈（3の7）

第28位　幸地えりな（2の6）

第28回九州地区高等学校英語スピーチコンテスト
第2部（海外経験あり）　１位　屋宜　楽人（1の9）

第37回全九州珠算選手権大会
団体総合競技　高校一般の部　優　勝　知念優里奈（3の7）

大久保果林（3の7）
幸地えりな（2の6）

個人総合競技　高校一般の部　優　勝　知念優里奈（3の7）
第２位　大久保果林（3の7）

そろばん　九州一　知念優里奈（3の7）
唐津市長賞　そろばん　九州一　知念優里奈（3の7）

そろばん　九州一（西日本新聞社）　知念優里奈（3の7）
フラッシュ暗算　第２位　知念優里奈（3の7）　大久保果林（3の7）

幸地えりな（2の6）　玉寄　拓海（2の3）
読上暗算競技　高校一般の部　第２位　知念優里奈（3の7）

玉寄　拓海（2の3）
読上算競技　高校一般の部　第２位　幸地えりな（2の6）

玉寄　拓海（2の3）

税に関する高校生の作文
那覇市長特別賞　糸村　昌大（1の8）
那覇税務署長賞　國吉　乃愛（1の8）

第35回JPTAピアノオーディション地区予選
優秀賞・全国大会派遣　高橋　凜花（1の3）

第51回琉球新報音楽コンクール
ピアノ部門　高校の部　１位　伊禮新生アレキザンダー（1の3）

弦楽器門　高校の部　２位　比嘉　良叡（2の9）

第22回ボランティア・スピリット・アワード
コミュニティ賞　地域研究部

第1回九州・山口ジュニアピアノコンクール沖縄大会　高校の部
グランプリ　伊禮新生アレキザンダー（1の3）
最優秀賞　伊禮新生アレキザンダー（1の3）

優秀賞　具志堅芽生（1の2）

第30回沖縄キリスト教学院大学・沖縄キリスト教短期大学主催
高校生英語弁論大会

インプロンプト賞　中里　真由（1の9）

第2回全九州高等学校総合文化祭鹿児島大会
弁論部門　優秀賞　爲我井愛未（2の9）

青少年赤十字メンバー活動
特別功労賞　神谷　紗綾（3の10）
功労賞　新城　朋未（3の10）
功労賞　池谷茉里菜（3の4）

平成30年度沖縄県私立中学高等学校学事奨励式
学校代表表彰者　屋宜　楽人（1の9）

第9回日本バッハコンクールinOKINAWA
優秀賞　高橋　凜花（1の3）

全日本ジュニア柔道選手権大会
男子個人81kg級　ベスト８　仲嵩　爽由（3の13）

平成30年度沖縄県高等学校新人体育大会　テニス競技
女子団体　優　勝　平林　夏帆（2の10）　長濱　帆伽（2の10）

石川さくら（2の4）　髙岡　鈴蘭（1の10）
山本　未来（1の10）　藤永　笑子（1の10）
丑番　希恵（1の10）　松本　祐華（1の10）

男子団体　優　勝　仲間　　舜（2の10）　大村　駿斗（2の1）
知念　泰我（2の10）　村上　　典（2の10）
桑原　太陽（2の10）　奥村龍太郎（1の10）
新垣　勇斗（1の10）　謝花　海希（1の10）

荒川　拓来（1の10）

平成30年度　沖縄県高等学校新人体育大会　柔道競技
男子団体　　　　  　優　勝　　　　　　　　　　
男子個人　  60kg級　優　勝　大城　盛舟（2の10）

準優勝　糸数未来斗（1の10）
66kg級　優　勝　知念　航平（2の10）

準優勝　早川　　潤（1の10）
 73kg級　優　勝　波平　泰輝（2の10）
81kg級　優　勝　三浦　大樹（2の10）

準優勝　岸良　武輝（1の10）
90kg級　優　勝　山里　健太（2の10）

準優勝　与那嶺　快（1の10）
100kg級　優　勝　金城　嘉生（2の10）

準優勝　仲村　一輝（2の10）
100kg超級　優　勝　屋田　継心（2の10）

準優勝　比嘉　大翔（1の10）

平成30年度　沖縄県高等学校新人体育大会　空手道競技
男子個人組手－61kg　優　勝　垣花　聖武（1の6）
女子個人組手－59kg　優　勝　嘉数　萌乃（2の6）

－59kg　準優勝　比嘉　桃子（1の10）
＋59kg　優　勝　林　愛由菜（2の8）

＋59kg　準優勝　寺内優利花（1の10）
女子団体形　３　位　　　　　　　　　　
女子総合　２　位　　　　　　　　　　

女子団体組手　優　勝　　　　　　　　　　

JOCカップ第39回全日本ジュニア選抜
室内テニス選手権大会九州予選

九州テニス協会選出　松本　祐華（1の10）

九州高等学校新人体育大会　柔道競技
男子個人　60㎏級　３位　糸数未来斗（1の10）

100㎏級　３位　仲村　一輝（2の10）

第38回全九州高等学校空手道新人大会
女子個人組手＋59kg　準優勝　林　愛由菜（2の8）

第38回全九州高等学校空手道新人大会　南ブロック
女子個人組手－59kg　優　勝　嘉数　萌乃（2の6）

＋59kg　優　勝　林　愛由菜（2の8）
女子団体組手　５　位　　　　　　　　　　

第43回沖縄県高等学校野球1年生大会　優　勝

第41回全国選抜高校テニス大会　九州地区大会
女子団体　優　勝　平林　夏帆（2の10）　長濱　帆伽（2の10）

石川さくら（2の4）　髙岡　鈴蘭（1の10）
山本　未来（1の10）　藤永　笑子（1の10）
丑番　希恵（1の10）　松本　祐華（1の10）

第18回おきでん旗争奪　第37回沖縄県なぎなた大会
団体試合　高校生の部　優勝　　　　　　　　　　
個人試合　高校生の部　３位　金城　　凜（2の6）
演技競技　高校生の部　２位　金城　　凜（2の6）

玉村　純鈴（2の10）

　「
風
格
と
親
近
感
」
を

感
じ
さ
せ
る
た
く
ま
し
い

進
学
校
を
標
ぼ
う
し
て

「
沖
縄
尚
学
高
等
学
校
」

を
発
足
（
一
九
八
三
年
・

昭
和
五
十
八
年
）
し
て
か

ら
、
今
年
で
三
十
五
周
年

の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

本
校
の
職
員
･
生
徒
･
保

護
者
の
皆
さ
ん
が
本
校
の

教
育
の
推
進
に
協
力
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
創
立
以
来
、
中
高
一
貫
体
制
の
下
、
県
内
・
県
外
・

海
外
の
難
関
大
学
に
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
（
過
去
三
十
三
年
間
）
ま
で
に
国

公
立
大
学
五
一
三
五
名
（
旧
帝
大
二
八
六
名
）・ 

医

学
科
（
五
五
〇
名
）・
海
外
大
学
（
二
七
〇
名
）
の

実
績
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
面
、
文
化
面

で
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
全
国
高
校

野
球
甲
子
園
大
会
優
勝
二
回
・
明
治
神
宮
野
球
大
会

（
全
国
）
優
勝
、
全
国
柔
道
選
手
権
大
会
優
勝
、
全

国
な
ぎ
な
た
大
会
優
勝
な
ど
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し

た
。
文
字
通
り「
風
格
と
親
近
感
」を
感
じ
さ
せ
る「
文

武
両
道
の
た
く
ま
し
い
進
学
校
」
と
し
て
、
沖
縄
の

戦
後
教
育
史
に
大
き
な
金
字
塔
を
打
ち
立
て
て
き
た

と
自
負
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
卒
業
後

も
本
校
の
二
つ
の
学
校
訓
の
理
念
を
、
日
常
生
活
の

中
で
周
り
の
人
に
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
行
動
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

●
怖
れ
ず
・
侮
ら
ず
・
気
負
わ
ず
　
や
る
べ
き
こ

と
に
取
り
組
み
ま
す

●
暖
か
み
・
厳
し
さ
・
知
性
を
身
に
つ
け
　
感
謝

と
奉
仕
の
心
を
実
践
し
ま
す

　
本
校
の
卒
業
生
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
人
々
か
ら
そ
の
人
間
力

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
創
立
三
十
五
周
年
を
記
念
し
、
来
る

三
月
十
六
日
（
土
）
に
、
第
一
部
は
、
名
城
政
一
郎

副
理
事
長
が
「
二
十
一
世
紀
型
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構

築 

― 

グ
ロ
ー
バ
ル
進
学
校
と
は
」
を
講
演
し
、
第
二

部
は
、
私
が
副
理
事
長
と
の
対
談
形
式
で
「
怖
れ
ず
・

侮
ら
ず
・
気
負
わ
ず 

― 

私
が
歩
ん
で
き
た
道
」
の
題

で
話
し
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
ご

家
族
、
友
人
・
知
人
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
出

席
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

暖かみ・厳しさ・知性暖かみ・厳しさ・知性 感謝と奉仕感謝と奉仕暖かみ・厳しさ・知性暖かみ・厳しさ・知性
E-mail query@okisho.ed.jp        HPURL  http://www.okisho.ed.jpE-mail query@okisho.ed.jp        HPURL  http://www.okisho.ed.jpE-mail query@okisho.ed.jp        HPURL  http://www.okisho.ed.jp

感謝と奉仕感謝と奉仕

第54号

㈱尚生堂
平成31年2月8日

（1） （8）怖れず・侮らず・気負わず 暖かみ・厳しさ・知性



「
真
剣
に
な
る
」習
慣
が
人
間
力
を
伸
ば
す

　
樋
口
会
長

以
下
、
保
護

者
の
皆
さ

ん
、
常
日
頃

の
学
園
へ
の

ご
支
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
学
年
度
も
終
盤
に
入
り
、

三
年
生
は
二
月
十
日
に
卒
業
式
を
迎
え

ま
す
。
今
年
の
三
年
生
（
三
十
四
期
）

は
「
基
礎
を
や
り
切
っ
て
勝
負
の
場
で

出
し
切
り
、
ベ
ス
ト
の
自
分
に
な
っ
て

ベ
ス
ト
の
大
学
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

取
り
組
ん
で
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
三
十

を
「
リ
ー
ド
し
て
き
た
」
学
年
で
す
。

石
井
淳
先
生
（
教
務
主
任
）、
伊
元
九
弥

先
生
（
学
年
主
任
）、
三
学
年
を
担
当
し

た
先
生
方
そ
し
て
三
十
四
期
生
は
そ
の

重
責
を
十
分
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
の
沖
尚
で
は
「
や
り
切
っ
て
出
し

切
る
」
が
当
た
り
前
に
な
り
ま
し
た
が
、

第
三
十
四
期
生
の
果
た
し
た
役
割
は
大

き
か
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
は
、
沖

尚
で
の
学
園
生
活
で
「
真
剣
に
な
る
」

習
慣
が
身
に
つ
い
た
は
ず
で
す
。
こ
れ

は
人
間
力
を
伸
ば
す
習
慣
が
身
に
つ
い

た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
す
る
と
、「
プ
ロ
セ
ス
の

真
剣
さ
」
と
「
勝
負
の
場
で
の
真
剣
さ
」

に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
プ
ロ
セ
ス
の
真

　
平
成
三
十
年
は
、
我
が

家
で
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
し
て
、
二
月
末
か

ら
十
月
末
の
間
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
台
湾
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
四
人
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、

素
敵
な
出
会
い
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
ホ
ス
ト
を
引
き
受
け
た
き
っ
か
け
は
、
高

校
の
海
外
研
修
で
、
台
湾
の
同
年
代
の
子
の

堪
能
な
英
語
に
衝
撃
を
受
け
た
経
験
を
持
つ

長
女
（
大
学
三
年
）
の
「
身
近
で
英
語
が
話

せ
る
。
世
界
に
友
達
が
増
え
、
情
報
交
換
か

ら
世
界
の
様
子
を
直
に
知
る
機
会
。」
と
い

う
一
言
か
ら
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
県
外
交

流
事
業
に
参
加
し
て
送
り
出
し
や
受
け
入
れ

の
経
験
は
あ
っ
て
も
、
仕
事
も
あ
り
、
更
に
、

英
語
が
話
せ
な
い
私
が
留
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
意
思
疎
通
が
図
れ
る
か
、
他

に
も
様
々
な
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
娘
達

の
英
語
力
と
世
界
的
視
野
が
広
が
る
事
を
期

待
し
、
無
理
な
く
楽
し
む
事
に
し
ま
し
た
。

　
休
日
の
家
庭
交
流
は
、
他
の
受
け
入
れ
家

庭
と
一
緒
に
首
里
城
見
学
、
琉
染
体
験
、
食

事
で
賑
や
か
に
過
ご
し
、
家
族
で
は
留
学
生

に
不
安
を
持
た
さ
な
い
よ
う
、
留
学
生
の
前

で
は
日
本
語
禁
止
と
し
て
沖
縄
こ
ど
も
の

国
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
観
光
地
廻
り
、
庭
で
ス

イ
カ
割
り
や
雑
談
、買
い
物
、夕
食
メ
ニ
ュ
ー

を
話
し
合
い
子
ど
も
達
だ
け
で
の
調
理
等
、

沖
縄
の
一
般
家
庭
の
生
活
体
験
を
さ
せ
ま
し

た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
留
学
生
へ
は
、
宗
教
上

で
の
食
事
の
配
慮
を
聞
き
ま
し
た
が
、牛
肉
、

鶏
肉
、
魚
を
利
用
し
、
豚
肉
を
使
わ
な
い
だ

け
で
苦
慮
無
く
関
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達

の
様
子
か
ら
懸
命
に
英
語
を
交
わ
す
姿
や
相

手
理
解
に
努
力
す
る
姿
に
感
心
す
る
ば
か
り

で
し
た
。

　
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
っ
た
事

で
、
留
学
生
の
国
の
文
化
や
生
活
の
様
子
、

学
校
生
活
や
英
語
が
堪
能
と
な
る
わ
け
等
を

知
り
、
良
か
っ
た
点
と
し
て
、
以
前
に
比
べ

娘
達
が
世
界
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
英
語
力

向
上
を
意
識
し
た
事
で
す
。
そ
の
後
も
留
学

生
達
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
友
情
を
深
め
て

い
る
事
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
て
楽
し

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高校副校長
  名城 政一郎 博士（教育）

剣
さ
は
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
で
「
で

き
な
い
こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
」「
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
わ
か
る
よ
う
に
」
し
よ

う
と
必
死
に
な
っ
た
か
で
自
己
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。
ち
な
み
に
「
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」
か

は
「
自
分
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
か
」

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
勝
負
の

場
で
の
真
剣
さ
は
、
や
り
切
っ
た
基
礎

を
出
し
切
ろ
う
と
全
力
を
尽
く
し
た
か
、

そ
し
て
勝
負
の
場
を
「
学
習
の
機
会
」

に
で
き
た
か
で
自
己
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま

す
。
勝
負
の
場
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と

は
、
く
や
し
さ
も
大
き
い
の
で
、
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
よ

り
強
く
な
り
ま
す
。
定
期
試
験
や
模
擬

試
験
で
で
き
な
か
っ
た
問
題
を
で
き
る

よ
う
に
す
る
「
満
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
学
習
効
果
が
高
い
の
は
そ
の
た
め
で

す
。
本
番
の
大
学
入
試
も
学
習
機
会
と

と
ら
え
れ
ば
、
併
願
校
を
受
験
す
る
た

び
に
「
確
実
に
」
学
力
が
上
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　
第
三
十
四
期
生
の
皆
さ
ん
、
沖
尚
で

身
に
着
け
た
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
わ

か
る
よ
う
に
す
る
力
」
と
「
で
き
な
い

こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
力
」
が
グ

ロ
ー
バ
ル
学
力
で
あ
り
生
涯
学
習
力
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
学
び
続
け
て
く

だ
さ
い
。
道
は
必
ず
拓
け
ま
す
。

　
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
楽
し
く
」
異
文
化
交
流

高
校
一
年
保
護
者

　宜
保 

ま
き
え

目
標
を
共
有
し

　
　
　

  

「
や
り
き
り
」「
出
し
き
る
」

　
平
成
三
十
年
二
学
期
か
ら
、
中
国
上

海
出
身
の
生
徒
十
人
が
高
校
二
年
に
在

学
中
で
す
。
こ
れ
ら
の
生
徒
は
、
い
ず
れ
も
上
海
信
男
学

園
（
魯
林
理
事
長
）
か
ら
の
編
入
生
。
沖
縄
尚
学
で
高
校

卒
業
資
格
を
取
得
し
、
日
本
の
大
学
へ
の
入
学
を
目
指
し

ま
す
。
平
成
三
十
年
二
月
、
上
海
信
男
学
園
と
尚
学
学
園

は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
人
を
育
成
す
る
」
と
い
う
共
通
目

標
の
下
、
同
学
園
の
生
徒
を
本
学
園
の
編
入
生
と
し
て
受

け
入
れ
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
上
海
信
男
学
園
は
、

日
本
の
高
校
教
科
書
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
使
っ
て
教
育
し

て
お
り
、
同
学
園
の
生
徒
は
、
現
地
で
高
校
二
年
課
程
を

終
了
し
、
本
学
園
を
含
む
日
本
各
地
の
教
育
協
定
校
に
編

入
し
勉
強
し
ま
す
。

　
本
校
に
編
入
し
た
十
人
の
生
徒
は
、
在
籍
す
る
各
ク
ラ

ス
で
沖
縄
尚
学
の
一
員
と
し
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
寮
で
六
人
、
尚
学
舎
で
四
人
が

寮
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
文
化
や

価
値
観
が
異
な
る

新
し
い
仲
間
た
ち

と
目
標
を
共
有

し
、
と
も
に
「
や

り
き
り
」「
出
し

き
る
」
経
験
は
本

学
園
の
生
徒
に

と
っ
て
も
大
き
な

刺
激
に
な
っ
て
い

ま
す
。

副
理
事
長
補
佐

　與
座 

宏
章

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、保
護
者
の
皆
さ
ま
、ご
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
六
年
前
、沢
山
の
希
望
と
沢
山
の

不
安
を
抱
え
て
大
阪
か
ら
沖
縄
尚
学
に
入
学
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。沢
山
の
学
校
が
あ
る
中
で
、沖
縄
尚

学
へ
の
進
学
を
希
望
し
た
息
子
の
選
択
を
、私
は
今
、

誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
理
事
長
先
生
は
じ
め
、沢
山
の
先
生
方
、沢
山
の

友
達
、そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
て
出
会
え
た
沢
山
の

親
御
さ
ん
達
、沖
縄
尚
学
で
学
び
過
ご
し
た
六
年
間

は
、私
達
親
子
に
と
って
、か
け
が
え
の
な
い
時
間
で
し

た
。親
子
共
々
、沢
山
の
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
、成
長

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま
し

た
。

　
さ
て
、卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、こ
れ
か
ら
沖
縄
尚
学

を
巣
立
ち
、そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
学
び
の
場
所
や
、仕
事

に
就
く
訳
で
す
が
、夢
や
希
望
を
持
っ
て
、こ
れ
か
ら

も
沖
縄
尚
学
で
学
び
過
ご
し
た
経
験
を
生
か
し
、ご

活
躍
さ
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
れ
か
ら
年
を
重
ね
る
と
共
に
、さ
ま
ざ

ま
な
困
難
に
遭
遇
す
る
事
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。そ
の
困
難
か
ら
逃
げ
ず
に
、人
と
し
て
成
長
出

来
る
と
信
じ
、乗
り
越
え
て
行
って
下
さ
い
。

　「
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁
は
な
い
」母
が
よ
く
私
に

言
っ
て
い
た
言
葉
で
す
。乗
り
越
え
た
先
に
、素
晴
ら

し
い
人
生
が
待
っ
て
い
る
筈
で
す
。「
怖
れ
ず
　
侮
ら

ず
　
気
負
わ
ず
」の
沖
縄
尚
学
の
精
神
を
忘
れ
ず
、

沖
縄
尚
学
で
出
会
っ
た
人
達
と
の
ご
縁
を
大
切
に
、夢

に
向
か
って
日
々
精
進
し
て
下
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、沖
縄
尚
学
の
益
々
の
ご

健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。本
当
に
、有
難
う
御

座
い
ま
し
た
。

　
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。中
学
か
ら
入
学

し
た
生
徒
は
六
年
間
、高
校
か
ら
進
学
し
た
生
徒
は

三
年
間
、沖
尚
で
過
ご
し
た
生
活
は
ど
う
で
し
た

か
？
卒
業
生
全
員
が
、毎
日
、教
科
の
学
習・英
検・空

手・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・異
文
化
交
流・部
活
動
等
に「
や

り
切
って
、出
し
切
る
」と
い
う
姿
勢
で
ベス
ト
を
尽
く

し
、充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
月
日
が
過
ぎ
、卒
業
を
迎
え
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
朝
と
帰
り
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で

唱
和
し
た
学
校
訓
の
精
神「
怖
れ
ず
　
侮
ら
ず
　
気

負
わ
ず
」「
暖
か
み
　
厳
し
さ
　
知
性
」は
こ
れ
か
ら

新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
卒
業
生
の
み
な
さ
ん

に
と
って
、き
っ
と
、い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
励
み
に
な
る
と

思
い
ま
す
。ミ
レ
ニ
ア
ム
ベ
イ
ビ
ー
と
し
て
誕
生
し
、平

成
最
後
の
年
に
高
校
を
卒
業
し
、新
元
号
の
年
に
新

し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
み
な
さ
ん
の
行
く
手
に
、

幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　
第
三
十
四
期
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、高
校
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。い
よ
い
よ
新
た
な
世
界
へ
翔
び

出
す
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。皆
さ
ん
と
共
有
で

き
た
三
年
お
よ
び
六
年
と
い
う
月
日
は
、私
自
身
、挑

戦
と
失
敗
、そ
し
て
失
敗
を
乗
り
越
え
た
成
功・成

長
の
連
続
で
し
た
。

　
何
物
に
も
換
え
が
た
い
大
切
な
想
い
出
を
く
れ
た

皆
さ
ん
に
、私
は
教
師
と
し
て
、一人
の
大
人
と
し
て
何

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
…
。私
な
り
に一
心

不
乱
に
走
り
続
け
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、「
私
な

り
」は
所
詮「
私
な
り
」で
あ
り
、「
つ
も
り
」も
ま
た

「
つ
も
り
」で
す
。私
自
身
で
解
決
で
き
な
い
こ
の
答
え

は
、他
な
ら
ぬ
君
た
ち一人
ひ
と
り
が
持
って
い
ま
す
。

三
学
年
委
員
長
・
三
年
十
二
組

　
　
　
　
　玉
川

　美
香

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁
は
な
い

教
頭　金

城

　英
和

卒
業
生
に
贈
る
言
葉

高
三
学
年
主
任

　伊
元

　九
弥

心
か
ら
の
尊
敬
と
感
謝
を
こ
め
て
…

　「世
代
の
離
れ
た
多
く
の
同
志
た
ち
、

　
　
　
　
　
　
　

 

ま
た
逢
い
ま
し
ょ
う
。」

平成最後の門出

思い出を胸に 新ステージへ

（3） （2）グローバル・シティズン・国際化教育 コミュニケーション力・文化力

 



「
真
剣
に
な
る
」習
慣
が
人
間
力
を
伸
ば
す

　
樋
口
会
長

以
下
、
保
護

者
の
皆
さ

ん
、
常
日
頃

の
学
園
へ
の

ご
支
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
学
年
度
も
終
盤
に
入
り
、

三
年
生
は
二
月
十
日
に
卒
業
式
を
迎
え

ま
す
。
今
年
の
三
年
生
（
三
十
四
期
）

は
「
基
礎
を
や
り
切
っ
て
勝
負
の
場
で

出
し
切
り
、
ベ
ス
ト
の
自
分
に
な
っ
て

ベ
ス
ト
の
大
学
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

取
り
組
ん
で
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
三
十

を
「
リ
ー
ド
し
て
き
た
」
学
年
で
す
。

石
井
淳
先
生
（
教
務
主
任
）、
伊
元
九
弥

先
生
（
学
年
主
任
）、
三
学
年
を
担
当
し

た
先
生
方
そ
し
て
三
十
四
期
生
は
そ
の

重
責
を
十
分
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
の
沖
尚
で
は
「
や
り
切
っ
て
出
し

切
る
」
が
当
た
り
前
に
な
り
ま
し
た
が
、

第
三
十
四
期
生
の
果
た
し
た
役
割
は
大

き
か
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
は
、
沖

尚
で
の
学
園
生
活
で
「
真
剣
に
な
る
」

習
慣
が
身
に
つ
い
た
は
ず
で
す
。
こ
れ

は
人
間
力
を
伸
ば
す
習
慣
が
身
に
つ
い

た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
す
る
と
、「
プ
ロ
セ
ス
の

真
剣
さ
」
と
「
勝
負
の
場
で
の
真
剣
さ
」

に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
プ
ロ
セ
ス
の
真

　
平
成
三
十
年
は
、
我
が

家
で
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
し
て
、
二
月
末
か

ら
十
月
末
の
間
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
台
湾
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
四
人
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、

素
敵
な
出
会
い
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
ホ
ス
ト
を
引
き
受
け
た
き
っ
か
け
は
、
高

校
の
海
外
研
修
で
、
台
湾
の
同
年
代
の
子
の

堪
能
な
英
語
に
衝
撃
を
受
け
た
経
験
を
持
つ

長
女
（
大
学
三
年
）
の
「
身
近
で
英
語
が
話

せ
る
。
世
界
に
友
達
が
増
え
、
情
報
交
換
か

ら
世
界
の
様
子
を
直
に
知
る
機
会
。」
と
い

う
一
言
か
ら
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
県
外
交

流
事
業
に
参
加
し
て
送
り
出
し
や
受
け
入
れ

の
経
験
は
あ
っ
て
も
、
仕
事
も
あ
り
、
更
に
、

英
語
が
話
せ
な
い
私
が
留
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
意
思
疎
通
が
図
れ
る
か
、
他

に
も
様
々
な
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
娘
達

の
英
語
力
と
世
界
的
視
野
が
広
が
る
事
を
期

待
し
、
無
理
な
く
楽
し
む
事
に
し
ま
し
た
。

　
休
日
の
家
庭
交
流
は
、
他
の
受
け
入
れ
家

庭
と
一
緒
に
首
里
城
見
学
、
琉
染
体
験
、
食

事
で
賑
や
か
に
過
ご
し
、
家
族
で
は
留
学
生

に
不
安
を
持
た
さ
な
い
よ
う
、
留
学
生
の
前

で
は
日
本
語
禁
止
と
し
て
沖
縄
こ
ど
も
の

国
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
観
光
地
廻
り
、
庭
で
ス

イ
カ
割
り
や
雑
談
、買
い
物
、夕
食
メ
ニ
ュ
ー

を
話
し
合
い
子
ど
も
達
だ
け
で
の
調
理
等
、

沖
縄
の
一
般
家
庭
の
生
活
体
験
を
さ
せ
ま
し

た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
留
学
生
へ
は
、
宗
教
上

で
の
食
事
の
配
慮
を
聞
き
ま
し
た
が
、牛
肉
、

鶏
肉
、
魚
を
利
用
し
、
豚
肉
を
使
わ
な
い
だ

け
で
苦
慮
無
く
関
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達

の
様
子
か
ら
懸
命
に
英
語
を
交
わ
す
姿
や
相

手
理
解
に
努
力
す
る
姿
に
感
心
す
る
ば
か
り

で
し
た
。

　
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
っ
た
事

で
、
留
学
生
の
国
の
文
化
や
生
活
の
様
子
、

学
校
生
活
や
英
語
が
堪
能
と
な
る
わ
け
等
を

知
り
、
良
か
っ
た
点
と
し
て
、
以
前
に
比
べ

娘
達
が
世
界
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
英
語
力

向
上
を
意
識
し
た
事
で
す
。
そ
の
後
も
留
学

生
達
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
友
情
を
深
め
て

い
る
事
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
て
楽
し

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高校副校長
  名城 政一郎 博士（教育）

剣
さ
は
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
で
「
で

き
な
い
こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
」「
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
わ
か
る
よ
う
に
」
し
よ

う
と
必
死
に
な
っ
た
か
で
自
己
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。
ち
な
み
に
「
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」
か

は
「
自
分
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
か
」

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
勝
負
の

場
で
の
真
剣
さ
は
、
や
り
切
っ
た
基
礎

を
出
し
切
ろ
う
と
全
力
を
尽
く
し
た
か
、

そ
し
て
勝
負
の
場
を
「
学
習
の
機
会
」

に
で
き
た
か
で
自
己
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま

す
。
勝
負
の
場
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と

は
、
く
や
し
さ
も
大
き
い
の
で
、
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
よ

り
強
く
な
り
ま
す
。
定
期
試
験
や
模
擬

試
験
で
で
き
な
か
っ
た
問
題
を
で
き
る

よ
う
に
す
る
「
満
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
学
習
効
果
が
高
い
の
は
そ
の
た
め
で

す
。
本
番
の
大
学
入
試
も
学
習
機
会
と

と
ら
え
れ
ば
、
併
願
校
を
受
験
す
る
た

び
に
「
確
実
に
」
学
力
が
上
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　
第
三
十
四
期
生
の
皆
さ
ん
、
沖
尚
で

身
に
着
け
た
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
わ

か
る
よ
う
に
す
る
力
」
と
「
で
き
な
い

こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
力
」
が
グ

ロ
ー
バ
ル
学
力
で
あ
り
生
涯
学
習
力
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
学
び
続
け
て
く

だ
さ
い
。
道
は
必
ず
拓
け
ま
す
。

　
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
楽
し
く
」
異
文
化
交
流

高
校
一
年
保
護
者

　宜
保 

ま
き
え

目
標
を
共
有
し

　
　
　

  

「
や
り
き
り
」「
出
し
き
る
」

　
平
成
三
十
年
二
学
期
か
ら
、
中
国
上

海
出
身
の
生
徒
十
人
が
高
校
二
年
に
在

学
中
で
す
。
こ
れ
ら
の
生
徒
は
、
い
ず
れ
も
上
海
信
男
学

園
（
魯
林
理
事
長
）
か
ら
の
編
入
生
。
沖
縄
尚
学
で
高
校

卒
業
資
格
を
取
得
し
、
日
本
の
大
学
へ
の
入
学
を
目
指
し

ま
す
。
平
成
三
十
年
二
月
、
上
海
信
男
学
園
と
尚
学
学
園

は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
人
を
育
成
す
る
」
と
い
う
共
通
目

標
の
下
、
同
学
園
の
生
徒
を
本
学
園
の
編
入
生
と
し
て
受

け
入
れ
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
上
海
信
男
学
園
は
、

日
本
の
高
校
教
科
書
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
使
っ
て
教
育
し

て
お
り
、
同
学
園
の
生
徒
は
、
現
地
で
高
校
二
年
課
程
を

終
了
し
、
本
学
園
を
含
む
日
本
各
地
の
教
育
協
定
校
に
編

入
し
勉
強
し
ま
す
。

　
本
校
に
編
入
し
た
十
人
の
生
徒
は
、
在
籍
す
る
各
ク
ラ

ス
で
沖
縄
尚
学
の
一
員
と
し
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
寮
で
六
人
、
尚
学
舎
で
四
人
が

寮
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
文
化
や

価
値
観
が
異
な
る

新
し
い
仲
間
た
ち

と
目
標
を
共
有

し
、
と
も
に
「
や

り
き
り
」「
出
し

き
る
」
経
験
は
本

学
園
の
生
徒
に

と
っ
て
も
大
き
な

刺
激
に
な
っ
て
い

ま
す
。

副
理
事
長
補
佐

　與
座 

宏
章

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、保
護
者
の
皆
さ
ま
、ご
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
六
年
前
、沢
山
の
希
望
と
沢
山
の

不
安
を
抱
え
て
大
阪
か
ら
沖
縄
尚
学
に
入
学
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。沢
山
の
学
校
が
あ
る
中
で
、沖
縄
尚

学
へ
の
進
学
を
希
望
し
た
息
子
の
選
択
を
、私
は
今
、

誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
理
事
長
先
生
は
じ
め
、沢
山
の
先
生
方
、沢
山
の

友
達
、そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
て
出
会
え
た
沢
山
の

親
御
さ
ん
達
、沖
縄
尚
学
で
学
び
過
ご
し
た
六
年
間

は
、私
達
親
子
に
と
って
、か
け
が
え
の
な
い
時
間
で
し

た
。親
子
共
々
、沢
山
の
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
、成
長

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま
し

た
。

　
さ
て
、卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、こ
れ
か
ら
沖
縄
尚
学

を
巣
立
ち
、そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
学
び
の
場
所
や
、仕
事

に
就
く
訳
で
す
が
、夢
や
希
望
を
持
っ
て
、こ
れ
か
ら

も
沖
縄
尚
学
で
学
び
過
ご
し
た
経
験
を
生
か
し
、ご

活
躍
さ
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
れ
か
ら
年
を
重
ね
る
と
共
に
、さ
ま
ざ

ま
な
困
難
に
遭
遇
す
る
事
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。そ
の
困
難
か
ら
逃
げ
ず
に
、人
と
し
て
成
長
出

来
る
と
信
じ
、乗
り
越
え
て
行
って
下
さ
い
。

　「
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁
は
な
い
」母
が
よ
く
私
に

言
っ
て
い
た
言
葉
で
す
。乗
り
越
え
た
先
に
、素
晴
ら

し
い
人
生
が
待
っ
て
い
る
筈
で
す
。「
怖
れ
ず
　
侮
ら

ず
　
気
負
わ
ず
」の
沖
縄
尚
学
の
精
神
を
忘
れ
ず
、

沖
縄
尚
学
で
出
会
っ
た
人
達
と
の
ご
縁
を
大
切
に
、夢

に
向
か
って
日
々
精
進
し
て
下
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、沖
縄
尚
学
の
益
々
の
ご

健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。本
当
に
、有
難
う
御

座
い
ま
し
た
。

　
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。中
学
か
ら
入
学

し
た
生
徒
は
六
年
間
、高
校
か
ら
進
学
し
た
生
徒
は

三
年
間
、沖
尚
で
過
ご
し
た
生
活
は
ど
う
で
し
た

か
？
卒
業
生
全
員
が
、毎
日
、教
科
の
学
習・英
検・空

手・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・異
文
化
交
流・部
活
動
等
に「
や

り
切
って
、出
し
切
る
」と
い
う
姿
勢
で
ベス
ト
を
尽
く

し
、充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
月
日
が
過
ぎ
、卒
業
を
迎
え
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
朝
と
帰
り
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で

唱
和
し
た
学
校
訓
の
精
神「
怖
れ
ず
　
侮
ら
ず
　
気

負
わ
ず
」「
暖
か
み
　
厳
し
さ
　
知
性
」は
こ
れ
か
ら

新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
卒
業
生
の
み
な
さ
ん

に
と
って
、き
っ
と
、い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
励
み
に
な
る
と

思
い
ま
す
。ミ
レ
ニ
ア
ム
ベ
イ
ビ
ー
と
し
て
誕
生
し
、平

成
最
後
の
年
に
高
校
を
卒
業
し
、新
元
号
の
年
に
新

し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
み
な
さ
ん
の
行
く
手
に
、

幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　
第
三
十
四
期
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、高
校
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。い
よ
い
よ
新
た
な
世
界
へ
翔
び

出
す
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。皆
さ
ん
と
共
有
で

き
た
三
年
お
よ
び
六
年
と
い
う
月
日
は
、私
自
身
、挑

戦
と
失
敗
、そ
し
て
失
敗
を
乗
り
越
え
た
成
功・成

長
の
連
続
で
し
た
。

　
何
物
に
も
換
え
が
た
い
大
切
な
想
い
出
を
く
れ
た

皆
さ
ん
に
、私
は
教
師
と
し
て
、一人
の
大
人
と
し
て
何

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
…
。私
な
り
に一
心

不
乱
に
走
り
続
け
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、「
私
な

り
」は
所
詮「
私
な
り
」で
あ
り
、「
つ
も
り
」も
ま
た

「
つ
も
り
」で
す
。私
自
身
で
解
決
で
き
な
い
こ
の
答
え

は
、他
な
ら
ぬ
君
た
ち一人
ひ
と
り
が
持
って
い
ま
す
。

三
学
年
委
員
長
・
三
年
十
二
組

　
　
　
　
　玉
川

　美
香

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁
は
な
い

教
頭　金

城

　英
和

卒
業
生
に
贈
る
言
葉

高
三
学
年
主
任

　伊
元

　九
弥

心
か
ら
の
尊
敬
と
感
謝
を
こ
め
て
…

　「世
代
の
離
れ
た
多
く
の
同
志
た
ち
、

　
　
　
　
　
　
　

 

ま
た
逢
い
ま
し
ょ
う
。」

平成最後の門出

思い出を胸に 新ステージへ

（3） （2）グローバル・シティズン・国際化教育 コミュニケーション力・文化力

 



　
常
に
逃
げ
る
こ
と
な
く
己
に
向
き
合
い
、そ
し
て

人
の
た
め
に
汗
を
流
せ
る
人
。君
た
ち
が
そ
う
い
う

強
さ
と
優
し
さ
を
兼
ね
備
え
た
大
人
へ
と
成
長
し
、

平
成
最
後
と
い
う
一つ
の
節
目
を
と
も
に
迎
え
た「
同

志
」と
し
て
、ど
こ
か
で
逢
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。そ
の
と
き
、私
は「
答
え
」に
辿
り
つ
け
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　
沖
尚
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。こ
ん
な
ち
っ
ぽ

け
な
私
を
、君
た
ち
の
先
生
で
い
さ
せ
て
く
れ
て
、あ

り
が
と
う
。そ
し
て
、沖
尚
卒
業
、本
当
に
お
め
で
と

う
！
君
た
ち
は
、私
の
大
き
な
誇
り
で
す
！

　
三
年
生
の
皆
さ
ん
、卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の一
年
は
今
ま
で
の
人
生
の
中
で
精
神
的
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
最
も
強
く
か
か
っ
た
期
間
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。で
す
が
、殆
ど
の
人
は
、こ
れ
か
ら

先
の
人
生
の
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で「
受
験
勉
強
は

か
な
り
楽
だ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
」と
い
う
感
想
を
持
つ
こ

と
に
な
る
は
ず
で
す
。つ
ま
り
、本
当
の
勝
負
所
は
こ

の
後
に
来
ま
す
。来
る
べ
き
人
生
の
勝
負
所
で
存
分

に
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、実
力
を
蓄
え
成
長
し

て
いっ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。と
は
言
っ
て
も
、そ

の
前
に
受
験
が
あ
る
わ
け
で
、ま
ず
は
そ
ち
ら
で
悔
い

の
残
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。良
い

結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん

は
、受
験
勉
強
を
頑
張
って
下
さ
い
。

　
今
年
度
は
、緊
張
感
と
不
安
、期
待
を
胸
に
抱
き
、

初
め
て
担
任
を
さ
せ
て
頂
い
た
十
一年
前
を
思
い
出
さ

せ
る
位
、一日
一日
が
嵐
の
よ
う
に
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
行
っ
た一年
間
で
し
た
。

　
中
学・高
校
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
＆
地
区
陸
上
＆

駅
伝
代
表
メ
ン
バ
ー
、そ
し
て
三
十
四
期
生
の
皆
さ
ん

三
年
一
組
担
任

　小
山

　佳
孝

ま
ず
は
受
験

へ
。君
た
ち
に
と
っ
て「
沖
縄
尚
学
」は
ど
ん
な
場
所
に

な
り
ま
し
た
か
？
全
力
で
汗
を
流
し
た
君
も
、堪
え

き
れ
ず
涙
を
流
し
て
し
ま
っ
た
あ
な
た
も
、腹
の
底
か

ら
大
笑
い
し
た
君
も
、共
通
し
て
い
る
の
は
、い
つ
で
も

帰
って
来
ら
れ
る
場
所
が一つ
増
え
た
と
い
う
事
で
す
。

こ
の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
、仲
間
と
過
ご
し
た
母
校
が一

生
の
財
産
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
三
年
二
組
の
皆
さ
ん
へ
。喜
怒
哀
楽
を
共
有
し
、励

ま
し
支
え
合
っ
た
高
校
最
後
の
貴
重
な
一
年
間
を
共

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
し
た
。願
わ
く
ば
あ

と一
年
同
じ
学
年
で
過
ご
し
た
か
っ
た（
笑
）。君
た
ち

に
出
会
え
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
先
も
君
た
ち
の
成
長
や
活

躍
を
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
☆
誰
よ
り
も
輝
く
星（
ひ
と
）に
な
り
、誰
か
を
照

ら
す
星（
ひ
と
）に
な
ろ
う
☆

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。明
る
く
朗
ら

か
で
、ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
皆
さ
ん
と
二
年
間
と
い
う
貴

重
な
時
間
を
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、ま

た
、皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
新
し
い
世
界
に
旅
立
つ
門
出

を
一
緒
に
祝
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、今
、大
変
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。今
、皆
さ
ん
は
ど
ん
な
気
持

ち
で
す
か
？
不
安
や
期
待
、様
々
な
気
持
ち
が
一
緒
に

な
って
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、一人
一人
に
必
ず

進
む
べ
き
道
が
あ
り
ま
す
。他
人
と
比
べ
て
判
断
す

る
こ
と
な
く
、自
分
に
し
か
進
め
な
い
道
を
誇
り
に
思

い
な
が
ら
、自
分
ら
し
く
進
ん
で
いっ
て
く
だ
さ
い
。高

校
、大
学
、社
会
と
い
う
点
と
点
を
結
び
な
が
ら
皆
さ

ん
の
前
に
広
が
っ
て
い
く
道
を
一
歩
一
歩
確
実
に
。逆
境

に
出
会
っ
た
時
こ
そ
、小
さ
な
希
望
の
光
を
大
切
に
。

周
り
に
感
謝
し
謙
虚
に
生
き
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

　
自
分
ら
し
い
未
来
に
む
け
て
、新
し
い一
歩
を
踏
み

出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、並
び
に
保
護
者
の
皆
様
、ご
卒

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
担
任
を
さ
せ

て
頂
き
、あ
っ
と
い
う
間
の一
年
で
あ
り
ま
し
た
。高
校

三
年
生
は
行
事（
遠
足
、新
入
生
球
技
大
会
）は
少
な

く
、将
来
の
自
分
の
進
路
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が

中
心
で
あ
り
ま
し
た
。大
学
受
験
は
、「
正
し
い
方
向

で
、正
し
い
努
力
、自
分
に
負
け
な
い
強
い
意
志
」が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
は
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
切
磋

琢
磨
し
、学
力
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。担
任
と

し
て
朝
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
に
て
、学
習
の
様
子
や
表
情
、集
中

力
の
持
続
な
ど
、皆
さ
ん
が
逞
し
く
成
長
し
て
い
く

瞬
間
が
日
々
楽
し
く
も
あ
り
、喜
び
で
も
あ
り
ま
し

た
。セ
ン
タ
ー
試
験
を
終
え
二
次
試
験
に
向
け
、目
の

前
の
受
験
を
控
え
緊
張
と
不
安
を
感
じ
る
方
も
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
が
、沖
縄
尚
学
で
学
ん
だ
皆
さ
ん
な

ら
、こ
れ
ま
で
の
努
力
を
自
信
に
変
え
本
番
に
臨
め

る
姿
勢
が
出
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。大
事
な
の
は
最

後
ま
で
諦
め
ず
必
ず
合
格
す
る
と
い
う
強
い
気
持
ち

で
す
。将
来
の
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て「
気
力・体
力・

根
気
」強
く
、自
分
を
信
じ
て
描
い
た
夢
は
必
ず
実

現
し
て
下
さ
い
。皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
三
年
生
の
み
な
さ
ん
、ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。こ
の
卒
業
で
、大
学
や
専
門
学
校
へ
進
学
す
る

人
、就
職
活
動
で一
足
先
に
社
会
人
に
な
る
人
、進
路

は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
け
れ
ど
、学
ぶ
と
い
う
姿
勢
は
同

じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
か
ら
の
人
生
、悔
い
の

な
い
よ
う
に
生
活
し
て
い
く
の
は
難
し
い
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、辛
さ
や
喜
び
、苦
労
や
達
成
感

の
中
、自
分
な
り
に
そ
の
状
況
の
中
か
ら
、何
か
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
れ
が
成
長
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、前
に
進
ん
で
い
く
勇
気

を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。あ
な
た
た
ち
な
ら
必
ず

で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、自
分
自
身
の
喜

び
が
、人
に
幸
せ
を
与
え
て
い
く
よ
う
な
選
択
が
で
き

る
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。頑
張
れ
、沖
縄
尚
学
高

校
三
十
四
期
生
！

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。初
め
て
担
任
を

持
っ
た
学
年
と
三
年
間
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
て

本
当
に
嬉
し
い
で
す
。色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
三
年
間

で
す
が
、学
校
で
皆
さ
ん
の
顔
を
見
る
と
、元
気
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、私
の
生
き
る
活
力
に
な
り
ま
し

た
。皆
さ
ん
は
こ
の
三
年
間
、様
々
な
思
い
を
抱
え
な

が
ら
過
ご
し
た
学
校
生
活
の
中
で
、肉
体
的
に
も
精

神
的
に
も
大
き
な
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。高
校
を
卒

業
後
、皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
ま
す
。進
む

道
の
先
に
は
楽
し
い
こ
と
や
辛
い
こ
と
、様
々
な
こ
と

が
待
ち
受
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。乗
り
越
え
な
い
と

い
け
な
い
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
も
何
度
か
あ
る

と
思
い
ま
す
。そ
の
時
は
、自
分
の
や
り
方
で
、ま
た

自
分
の
ペ
ー
ス
で
乗
り
越
え
て
いっ
て
ほ
し
い
で
す
。突

き
進
む
の
も
あ
り
、立
ち
止
ま
る
の
も
あ
り
、自
分
の

思
い
思
い
の
人
生
を
生
き
て
、自
分
が
こ
れ
だ
と
思
う

成
功
を
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。心
か
ら
応
援
し
て
い

ま
す
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、一
番
大
切
な
の
は
、自

分
な
り
の
幸
せ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
で
す
。幸
せ
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。三
年
間
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
今
、先
生
に
と
って
、た
く
さ
ん
の「
幸
せ
」や「
や
り

が
い
」や「
生
き
が
い
」が
あ
り
ま
す
。結
婚
し
て
家
庭

を
築
い
て
い
る
こ
と
。教
員
と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
。

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
る
こ
と
。他
に
も
あ
り
ま
す

が
、こ
れ
ら
の
出
来
事
に
巡
り
会
え
た
き
っ
か
け
は
す

べ
て「
人
と
の
出
会
い
」で
す
。人
生
は
一つ一つ
の
小
さ

な
出
会
い
の
積
み
重
ね
で
自
分
の
人
生
を
大
き
く
変

え
る
人
物
や
出
来
事
に
出
会
い
ま
す
。既
に
大
き
な

出
会
い
を
経
験
し
て
い
る
人
は
振
り
返
って
み
て
下
さ

い
。必
ず
そ
の
出
会
い
の
前
に
小
さ
な
出
会
い
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
そ
し
て
、そ
の
小
さ
な
出
会
い
に
繋
が
る

別
の
小
さ
な
出
会
い
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
だ
か
ら
、今

ま
で
の
、そ
し
て
、こ
れ
か
ら
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て

下
さ
い
。そ
の
出
会
い
が
、皆
さ
ん
の
未
来
へ
繋
が
る
大

き
な
出
会
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
？

　
先
生
は
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
い
つ
も
た
く
さ
ん
の

人
へ
の
感
謝
が
溢
れ
て
、優
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。皆
さ
ん
に
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。大
好
き

な
沖
尚
三
十
四
期
生
の
皆
の
活
躍
と
成
長
を
心
か
ら

応
援
し
て
い
ま
す
。

　
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。入
学
時
の
君
た

ち
の
姿
を
思
い
返
す
と
、今
現
在
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
改

め
て
流
れ
た
月
日
の
長
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
四
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
場
所
で
新
た
な
生
活

を
始
め
る
事
に
な
り
ま
す
。大
学
や
短
大
、専
門
学

校
で一か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切
る
者
、予
備
校
で
捲
土
重

来
を
期
す
者
、社
会
へ
出
て
働
く
者
…
。

　
し
か
し
希
望
す
る
大
学
へ
進
学
し
て
も
、希
望
す

る
職
業
に
就
い
て
も
、君
た
ち
は
ま
だ
何
か
を
成
し

遂
げ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
で
し
か
な
い
の
で
す
。そ
の
先
で
自
ら
の
能
力
を
存

分
に
高
め
、発
揮
す
る
事
で
初
め
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
描
く
未
来
は
実
現
し
ま
す
。君
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、何
を
成
し
遂
げ
、ど
の
よ
う
な
未
来
を
実
現
す
る

の
か
。心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
方
に
は
様
々
な
場
面
で

多
大
な
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。６
年
間
、担
任

と
し
て
持
ち
上
が
り
、生
徒
た
ち
を
見
送
る
事
が
出

来
る
の
も
、皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。あ
ら
た
め
て
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
第
三
十
四
期
生
の
皆
さ
ん
、ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。高
校
入
学
か
ら
早
三
年
、あ
っ
と
い
う

間
に
こ
の
季
節
が
来
て
し
ま
っ
た
、と
い
う
の
が
実
感

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。思
う
存
分
高
校
生
活
を
満

喫
し
た
人
も
、や
り
残
し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

人
も
、夢
が
実
現
し
た
人
も
、道
半
ば
の
人
も
、人
生

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
切
れ
て
い
る
人
も
、社

会
に
飛
び
出
す
勇
気
を
持
て
て
な
い
人
も
、時
間
を

止
め
る
こ
と
も
、巻
き
戻
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。卒

業
を
迎
え
て
期
待
感
い
っ
ぱ
い
の
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。何
か
割
り
切
れ
な
い
複
雑
な
心
境
の
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。で
も
、ひ
と
つ
だ
け
み
ん
な
に
共
通
点
が

あ
り
ま
す
。素
晴
ら
し
い
仲
間
と
と
も
に
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
つ
く
れ
た
こ
と
で
す
。高
校
時
代
の
仲
間

は
一
生
輝
き
続
け
る〝
宝
物
〞。高
校
時
代
の
思
い
出

は一生
消
え
な
い「
モ
ニュメ
ン
ト
」で
す
。

　
成
人
す
る
時
、就
職
す
る
時
、結
婚
す
る
時
、た
ま

に
は
、仲
間
で
集
ま
っ
て
思
い
出
を
振
り
返
っ
て
み
て

下
さ
い
。そ
の
時
、改
め
て
気
づ
く
で
し
ょ
う
。高
校
時

代
は
後
に
も
先
に
も
な
い
最
も
貴
重
な
時
期
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
。残
り
僅
か
の
高
校
生
活
を
、卒
業
式

を
大
切
に
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

　
M
A
Y 

A
L
L 

Y
O
U
R 

D
A
Y
S 

B
E 

H
A
P
P
Y
!

　
う
ん
ざ
り
し
な
が
ら「
贈
る
言
葉
」を
書
こ
う
と

し
て
い
る
。言
葉
に
限
ら
ず
贈
る
の
も
贈
ら
れ
る
の
も

嫌
い
だ
。子
供
の
こ
ろ
盆
暮
に
届
く
山
と
積
ま
れ
た

味
の
素
や
サ
ラ
ダ
油
を
迷
惑
そ
う
に
眺
め
る
母
の
姿

が
思
い
出
さ
れ
る
。大
体「
贈
る
言
葉
」と
い
う
も
の

は
聞
く
耳
を
も
っ
た
相
手
に
の
み
通
用
す
る
こ
と
だ
。

教
師
の
い
う
こ
と
を
真
面
目
に
聞
く
生
徒
な
ど
が
い

る
と
で
も
い
う
の
か
。自
分
自
信
の
高
校
時
代
を
ふ

り
か
え
っ
て
み
て
今
更
な
が
ら
当
時
の
先
生
が
気
の

毒
に
な
る
。馬
鹿
馬
鹿
し
い
。労
力
の
無
駄
だ
。

　
子
供
相
手
の
言
葉
の
無
力
さ
に
書
く
こ
と
を
あ
き

ら
め
な
が
ら
、し
か
し
こ
う
も
考
え
て
み
る
。生
意
気

盛
り
の
高
校
生
の
時
分
虫
の
音
く
ら
い
に
聞
き
流
し

た
先
生
た
ち
の
言
葉
を
ふ
と
思
い
出
す
こ
と
は
今
ま

で
の
人
生
に
な
か
っ
た
か
と
言
え
る
か
。そ
う
だ
そ
の

こ
と
は
時
々
あ
っ
た
。人
生
が
多
く
の
豊
か
な
光
と
そ

れ
と
同
じ
く
ら
い
多
く
の
翳
り
が
あ
る
こ
と
を
知
る

過
程
で
あ
の
時
の
無
力
な
言
葉
た
ち
は
確
か
に
力
の

実
在
を
示
し
て
く
れ
た
の
だ
。こ
う
し
て
み
る
と
言

葉
は
そ
の
人
の
人
生
と
と
も
に
ゆ
っ
く
り
と
醸
成
し

て
い
く
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
今
、私
は
人
生
の
未
知
の
多
く
の
喜
び
と
挫
折
を

前
途
に
春
の
日
溜
ま
り
の
学
び
舎
を
去
る
卒
業
生
の

姿
と
自
分
自
身
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
問
い
　
こ
の
文
章
の
論
旨
に
即
し
て
、「
言
葉
」に
つ

い
て
筆
者
が
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
い
る
か
を
考

慮
し
て
傍
線
部
の
筆
者
の
心
情
を
説
明
せ
よ
。解
答

欄
1
3
.
5
c
m
×
4
行

　
I
B
プ
ロ
グ
ラ
ム
三
期
生
の
皆
さ
ん
、保
護
者
の
皆

様
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。二
年
間
の
I
B

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
I
B
の
十
の
学
習
者
像（
探
求

す
る
人
、知
識
の
あ
る
人
、考
え
る
人
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
人
、信
念
を
も
つ
人
、心
を
開
く
人
、

思
い
や
り
の
あ
る
人
、挑
戦
す
る
人
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
人
、振
り
返
り
が
で
き
る
人
）に
近
づ
け
た
で
し
ょ

う
か
？

　
私
は
こ
の
十
の
学
習
者
像
の
中
で
、R
i
s
k 

T
a
k
e
r
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
ま

す
。幸
運
な
こ
と
に
沖
尚
で
は
、生
徒
も
教
員
も

R
i
s
k 

T
a
k
e
r
で
あ
る
こ
と
を
選
択
で
き

る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。一
方
で
、リ
ス
ク
が
大
き

す
ぎ
る
と
周
囲
か
ら
批
判
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、米
国
の
哲
学
者
ラ
ル
フ・ワ
ル
ド・エマ
ー
ソ

ン
は
言
っ
て
い
ま
す
。「
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
を
進
む
よ

り
、自
分
で
切
り
開
か
な
い
と
。自
分
の
人
生
で
す
か

ら
」と
。皆
さ
ん
は
R
i
s
k 

T
a
k
e
r
の
立
派

な
お
手
本
で
す
。こ
れ
か
ら
も
リ
ス
ク
を
取
る
勇
気

を
忘
れ
ず
、幸
せ
な
未
来
を
切
り
開
い
て
行
っ
て
下
さ

い
。三
年
間
あ
り
が
と
う
！

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、こ
れ
ま
で
我
が
子
を
大
切
に

育
て
て
こ
ら
れ
た
保
護
者
の
皆
様
、ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　
在
学
中
は
、多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

い
ま
貴
方
達
一
人
一
人
が
大
き
く
成
長
し
、巣
立
っ
て
い

く
姿
を
目
の
あ
た
り
に
し
、こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。貴
方
達
は
本
校
の
文
武
両
道
の
伝
統

を
引
き
継
ぎ
、沖
縄
尚
学
の
名
を
全
国
に
響
か
せ
ま

し
た
。女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
の
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
。男
子
柔
道
部
九
州
新
人

大
会
団
体
準
優
勝
。野
球
部
、男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
の

九
州
地
区
大
会
で
の
活
躍
。な
ぎ
な
た
部
国
体
3

位
。そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
動
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。先
輩
方
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、ま

た
後
輩
に
戦
う
厳
し
さ
な
ど
を
身
を
も
っ
て
示
し
ま

し
た
。

　
高
校
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
は
、今
後
の
大
き

な
糧
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
れ
ま
で
に
養
っ
て
き

た
知
力
と
体
力
で
輝
か
し
い
未
来
を
自
ら
切
り
開
い

て
下
さ
い
。辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、ど
ん
な
時
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
下
さ

い
。貴
方
達
の
笑
顔
は
、周
り
の
人
た
ち
だ
け
で
は
な

く
自
分
自
身
を
も
支
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。今
後

の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

三
年
二
組
担
任

　桑
江

　涼

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年

三
年
三
組
担
任

　松
浦

　聡
子

感
謝
と
謙
虚
を
忘
れ
ず
に

三
年
五
組
担
任

　松
田

　紀
雄

最
後
ま
で
諦
め
ず

三
年
六
組
担
任

　米
盛

　浩一郎

勇
気
を
持
ち
続
け
て

三
年
十
組
担
任

　幸
地

　準

T
I
M
E

　F
L
I
E
S
!

三
年
十
三
組
担
任

　宮
城

　和
江

笑
顔
を
忘
れ
ず
に

三
年
十
二
組
担
任

　新
里

　歩

R
i
s
k 

T
a
k
e
r
s（
挑
戦
す
る
人
）

三
年
七
組
担
任

　石
原

　若
菜

自
分
な
り
の
幸
せ

三
年
九
組
担
任

　町
田

　宗
紀

未
来
の
実
現

三
年
八
組
担
任

　鈴
木

　航

大
好
き
な
君
た
ち
へ
、

　出
会
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

三
年
十
一
組
担
任

　高
橋

　和
仁

『
贈
る
言
葉
』と
題
さ
れ
た
次
の
文
章
を
読
み

後
の
問
い
に
答
え
よ

（5） （4）文武両道 暖かみ・厳しさ・知性

 



　
常
に
逃
げ
る
こ
と
な
く
己
に
向
き
合
い
、そ
し
て

人
の
た
め
に
汗
を
流
せ
る
人
。君
た
ち
が
そ
う
い
う

強
さ
と
優
し
さ
を
兼
ね
備
え
た
大
人
へ
と
成
長
し
、

平
成
最
後
と
い
う
一つ
の
節
目
を
と
も
に
迎
え
た「
同

志
」と
し
て
、ど
こ
か
で
逢
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。そ
の
と
き
、私
は「
答
え
」に
辿
り
つ
け
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　
沖
尚
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。こ
ん
な
ち
っ
ぽ

け
な
私
を
、君
た
ち
の
先
生
で
い
さ
せ
て
く
れ
て
、あ

り
が
と
う
。そ
し
て
、沖
尚
卒
業
、本
当
に
お
め
で
と

う
！
君
た
ち
は
、私
の
大
き
な
誇
り
で
す
！

　
三
年
生
の
皆
さ
ん
、卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の一
年
は
今
ま
で
の
人
生
の
中
で
精
神
的
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
最
も
強
く
か
か
っ
た
期
間
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。で
す
が
、殆
ど
の
人
は
、こ
れ
か
ら

先
の
人
生
の
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で「
受
験
勉
強
は

か
な
り
楽
だ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
」と
い
う
感
想
を
持
つ
こ

と
に
な
る
は
ず
で
す
。つ
ま
り
、本
当
の
勝
負
所
は
こ

の
後
に
来
ま
す
。来
る
べ
き
人
生
の
勝
負
所
で
存
分

に
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、実
力
を
蓄
え
成
長
し

て
いっ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。と
は
言
っ
て
も
、そ

の
前
に
受
験
が
あ
る
わ
け
で
、ま
ず
は
そ
ち
ら
で
悔
い

の
残
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。良
い

結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん

は
、受
験
勉
強
を
頑
張
って
下
さ
い
。

　
今
年
度
は
、緊
張
感
と
不
安
、期
待
を
胸
に
抱
き
、

初
め
て
担
任
を
さ
せ
て
頂
い
た
十
一年
前
を
思
い
出
さ

せ
る
位
、一日
一日
が
嵐
の
よ
う
に
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
行
っ
た一年
間
で
し
た
。

　
中
学・高
校
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
＆
地
区
陸
上
＆

駅
伝
代
表
メ
ン
バ
ー
、そ
し
て
三
十
四
期
生
の
皆
さ
ん

三
年
一
組
担
任

　小
山

　佳
孝

ま
ず
は
受
験

へ
。君
た
ち
に
と
っ
て「
沖
縄
尚
学
」は
ど
ん
な
場
所
に

な
り
ま
し
た
か
？
全
力
で
汗
を
流
し
た
君
も
、堪
え

き
れ
ず
涙
を
流
し
て
し
ま
っ
た
あ
な
た
も
、腹
の
底
か

ら
大
笑
い
し
た
君
も
、共
通
し
て
い
る
の
は
、い
つ
で
も

帰
って
来
ら
れ
る
場
所
が一つ
増
え
た
と
い
う
事
で
す
。

こ
の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
、仲
間
と
過
ご
し
た
母
校
が一

生
の
財
産
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
三
年
二
組
の
皆
さ
ん
へ
。喜
怒
哀
楽
を
共
有
し
、励

ま
し
支
え
合
っ
た
高
校
最
後
の
貴
重
な
一
年
間
を
共

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
し
た
。願
わ
く
ば
あ

と一
年
同
じ
学
年
で
過
ご
し
た
か
っ
た（
笑
）。君
た
ち

に
出
会
え
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
先
も
君
た
ち
の
成
長
や
活

躍
を
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
☆
誰
よ
り
も
輝
く
星（
ひ
と
）に
な
り
、誰
か
を
照

ら
す
星（
ひ
と
）に
な
ろ
う
☆

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。明
る
く
朗
ら

か
で
、ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
皆
さ
ん
と
二
年
間
と
い
う
貴

重
な
時
間
を
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、ま

た
、皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
新
し
い
世
界
に
旅
立
つ
門
出

を
一
緒
に
祝
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、今
、大
変
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。今
、皆
さ
ん
は
ど
ん
な
気
持

ち
で
す
か
？
不
安
や
期
待
、様
々
な
気
持
ち
が
一
緒
に

な
って
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、一人
一人
に
必
ず

進
む
べ
き
道
が
あ
り
ま
す
。他
人
と
比
べ
て
判
断
す

る
こ
と
な
く
、自
分
に
し
か
進
め
な
い
道
を
誇
り
に
思

い
な
が
ら
、自
分
ら
し
く
進
ん
で
いっ
て
く
だ
さ
い
。高

校
、大
学
、社
会
と
い
う
点
と
点
を
結
び
な
が
ら
皆
さ

ん
の
前
に
広
が
っ
て
い
く
道
を
一
歩
一
歩
確
実
に
。逆
境

に
出
会
っ
た
時
こ
そ
、小
さ
な
希
望
の
光
を
大
切
に
。

周
り
に
感
謝
し
謙
虚
に
生
き
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

　
自
分
ら
し
い
未
来
に
む
け
て
、新
し
い一
歩
を
踏
み

出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、並
び
に
保
護
者
の
皆
様
、ご
卒

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
担
任
を
さ
せ

て
頂
き
、あ
っ
と
い
う
間
の一
年
で
あ
り
ま
し
た
。高
校

三
年
生
は
行
事（
遠
足
、新
入
生
球
技
大
会
）は
少
な

く
、将
来
の
自
分
の
進
路
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が

中
心
で
あ
り
ま
し
た
。大
学
受
験
は
、「
正
し
い
方
向

で
、正
し
い
努
力
、自
分
に
負
け
な
い
強
い
意
志
」が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
は
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
切
磋

琢
磨
し
、学
力
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。担
任
と

し
て
朝
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
に
て
、学
習
の
様
子
や
表
情
、集
中

力
の
持
続
な
ど
、皆
さ
ん
が
逞
し
く
成
長
し
て
い
く

瞬
間
が
日
々
楽
し
く
も
あ
り
、喜
び
で
も
あ
り
ま
し

た
。セ
ン
タ
ー
試
験
を
終
え
二
次
試
験
に
向
け
、目
の

前
の
受
験
を
控
え
緊
張
と
不
安
を
感
じ
る
方
も
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
が
、沖
縄
尚
学
で
学
ん
だ
皆
さ
ん
な

ら
、こ
れ
ま
で
の
努
力
を
自
信
に
変
え
本
番
に
臨
め

る
姿
勢
が
出
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。大
事
な
の
は
最

後
ま
で
諦
め
ず
必
ず
合
格
す
る
と
い
う
強
い
気
持
ち

で
す
。将
来
の
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て「
気
力・体
力・

根
気
」強
く
、自
分
を
信
じ
て
描
い
た
夢
は
必
ず
実

現
し
て
下
さ
い
。皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
三
年
生
の
み
な
さ
ん
、ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。こ
の
卒
業
で
、大
学
や
専
門
学
校
へ
進
学
す
る

人
、就
職
活
動
で一
足
先
に
社
会
人
に
な
る
人
、進
路

は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
け
れ
ど
、学
ぶ
と
い
う
姿
勢
は
同

じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
か
ら
の
人
生
、悔
い
の

な
い
よ
う
に
生
活
し
て
い
く
の
は
難
し
い
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、辛
さ
や
喜
び
、苦
労
や
達
成
感

の
中
、自
分
な
り
に
そ
の
状
況
の
中
か
ら
、何
か
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
れ
が
成
長
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、前
に
進
ん
で
い
く
勇
気

を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。あ
な
た
た
ち
な
ら
必
ず

で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、自
分
自
身
の
喜

び
が
、人
に
幸
せ
を
与
え
て
い
く
よ
う
な
選
択
が
で
き

る
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。頑
張
れ
、沖
縄
尚
学
高

校
三
十
四
期
生
！

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。初
め
て
担
任
を

持
っ
た
学
年
と
三
年
間
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
て

本
当
に
嬉
し
い
で
す
。色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
三
年
間

で
す
が
、学
校
で
皆
さ
ん
の
顔
を
見
る
と
、元
気
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、私
の
生
き
る
活
力
に
な
り
ま
し

た
。皆
さ
ん
は
こ
の
三
年
間
、様
々
な
思
い
を
抱
え
な

が
ら
過
ご
し
た
学
校
生
活
の
中
で
、肉
体
的
に
も
精

神
的
に
も
大
き
な
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。高
校
を
卒

業
後
、皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
ま
す
。進
む

道
の
先
に
は
楽
し
い
こ
と
や
辛
い
こ
と
、様
々
な
こ
と

が
待
ち
受
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。乗
り
越
え
な
い
と

い
け
な
い
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
も
何
度
か
あ
る

と
思
い
ま
す
。そ
の
時
は
、自
分
の
や
り
方
で
、ま
た

自
分
の
ペ
ー
ス
で
乗
り
越
え
て
いっ
て
ほ
し
い
で
す
。突

き
進
む
の
も
あ
り
、立
ち
止
ま
る
の
も
あ
り
、自
分
の

思
い
思
い
の
人
生
を
生
き
て
、自
分
が
こ
れ
だ
と
思
う

成
功
を
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。心
か
ら
応
援
し
て
い

ま
す
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、一
番
大
切
な
の
は
、自

分
な
り
の
幸
せ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
で
す
。幸
せ
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。三
年
間
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
今
、先
生
に
と
って
、た
く
さ
ん
の「
幸
せ
」や「
や
り

が
い
」や「
生
き
が
い
」が
あ
り
ま
す
。結
婚
し
て
家
庭

を
築
い
て
い
る
こ
と
。教
員
と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
。

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
る
こ
と
。他
に
も
あ
り
ま
す

が
、こ
れ
ら
の
出
来
事
に
巡
り
会
え
た
き
っ
か
け
は
す

べ
て「
人
と
の
出
会
い
」で
す
。人
生
は
一つ一つ
の
小
さ

な
出
会
い
の
積
み
重
ね
で
自
分
の
人
生
を
大
き
く
変

え
る
人
物
や
出
来
事
に
出
会
い
ま
す
。既
に
大
き
な

出
会
い
を
経
験
し
て
い
る
人
は
振
り
返
って
み
て
下
さ

い
。必
ず
そ
の
出
会
い
の
前
に
小
さ
な
出
会
い
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
そ
し
て
、そ
の
小
さ
な
出
会
い
に
繋
が
る

別
の
小
さ
な
出
会
い
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
だ
か
ら
、今

ま
で
の
、そ
し
て
、こ
れ
か
ら
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て

下
さ
い
。そ
の
出
会
い
が
、皆
さ
ん
の
未
来
へ
繋
が
る
大

き
な
出
会
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
？

　
先
生
は
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
い
つ
も
た
く
さ
ん
の

人
へ
の
感
謝
が
溢
れ
て
、優
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。皆
さ
ん
に
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。大
好
き

な
沖
尚
三
十
四
期
生
の
皆
の
活
躍
と
成
長
を
心
か
ら

応
援
し
て
い
ま
す
。

　
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。入
学
時
の
君
た

ち
の
姿
を
思
い
返
す
と
、今
現
在
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
改

め
て
流
れ
た
月
日
の
長
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
四
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
場
所
で
新
た
な
生
活

を
始
め
る
事
に
な
り
ま
す
。大
学
や
短
大
、専
門
学

校
で一か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切
る
者
、予
備
校
で
捲
土
重

来
を
期
す
者
、社
会
へ
出
て
働
く
者
…
。

　
し
か
し
希
望
す
る
大
学
へ
進
学
し
て
も
、希
望
す

る
職
業
に
就
い
て
も
、君
た
ち
は
ま
だ
何
か
を
成
し

遂
げ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
で
し
か
な
い
の
で
す
。そ
の
先
で
自
ら
の
能
力
を
存

分
に
高
め
、発
揮
す
る
事
で
初
め
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
描
く
未
来
は
実
現
し
ま
す
。君
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、何
を
成
し
遂
げ
、ど
の
よ
う
な
未
来
を
実
現
す
る

の
か
。心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、保
護
者
の
皆
様
方
に
は
様
々
な
場
面
で

多
大
な
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。６
年
間
、担
任

と
し
て
持
ち
上
が
り
、生
徒
た
ち
を
見
送
る
事
が
出

来
る
の
も
、皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。あ
ら
た
め
て
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
第
三
十
四
期
生
の
皆
さ
ん
、ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。高
校
入
学
か
ら
早
三
年
、あ
っ
と
い
う

間
に
こ
の
季
節
が
来
て
し
ま
っ
た
、と
い
う
の
が
実
感

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。思
う
存
分
高
校
生
活
を
満

喫
し
た
人
も
、や
り
残
し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

人
も
、夢
が
実
現
し
た
人
も
、道
半
ば
の
人
も
、人
生

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
切
れ
て
い
る
人
も
、社

会
に
飛
び
出
す
勇
気
を
持
て
て
な
い
人
も
、時
間
を

止
め
る
こ
と
も
、巻
き
戻
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。卒

業
を
迎
え
て
期
待
感
い
っ
ぱ
い
の
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。何
か
割
り
切
れ
な
い
複
雑
な
心
境
の
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。で
も
、ひ
と
つ
だ
け
み
ん
な
に
共
通
点
が

あ
り
ま
す
。素
晴
ら
し
い
仲
間
と
と
も
に
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
つ
く
れ
た
こ
と
で
す
。高
校
時
代
の
仲
間

は
一
生
輝
き
続
け
る〝
宝
物
〞。高
校
時
代
の
思
い
出

は一生
消
え
な
い「
モ
ニュメ
ン
ト
」で
す
。

　
成
人
す
る
時
、就
職
す
る
時
、結
婚
す
る
時
、た
ま

に
は
、仲
間
で
集
ま
っ
て
思
い
出
を
振
り
返
っ
て
み
て

下
さ
い
。そ
の
時
、改
め
て
気
づ
く
で
し
ょ
う
。高
校
時

代
は
後
に
も
先
に
も
な
い
最
も
貴
重
な
時
期
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
。残
り
僅
か
の
高
校
生
活
を
、卒
業
式

を
大
切
に
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

　
M
A
Y 

A
L
L 
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U
R 
D
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S 
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E 

H
A
P
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!

　
う
ん
ざ
り
し
な
が
ら「
贈
る
言
葉
」を
書
こ
う
と

し
て
い
る
。言
葉
に
限
ら
ず
贈
る
の
も
贈
ら
れ
る
の
も

嫌
い
だ
。子
供
の
こ
ろ
盆
暮
に
届
く
山
と
積
ま
れ
た

味
の
素
や
サ
ラ
ダ
油
を
迷
惑
そ
う
に
眺
め
る
母
の
姿

が
思
い
出
さ
れ
る
。大
体「
贈
る
言
葉
」と
い
う
も
の

は
聞
く
耳
を
も
っ
た
相
手
に
の
み
通
用
す
る
こ
と
だ
。

教
師
の
い
う
こ
と
を
真
面
目
に
聞
く
生
徒
な
ど
が
い

る
と
で
も
い
う
の
か
。自
分
自
信
の
高
校
時
代
を
ふ

り
か
え
っ
て
み
て
今
更
な
が
ら
当
時
の
先
生
が
気
の

毒
に
な
る
。馬
鹿
馬
鹿
し
い
。労
力
の
無
駄
だ
。

　
子
供
相
手
の
言
葉
の
無
力
さ
に
書
く
こ
と
を
あ
き

ら
め
な
が
ら
、し
か
し
こ
う
も
考
え
て
み
る
。生
意
気

盛
り
の
高
校
生
の
時
分
虫
の
音
く
ら
い
に
聞
き
流
し

た
先
生
た
ち
の
言
葉
を
ふ
と
思
い
出
す
こ
と
は
今
ま

で
の
人
生
に
な
か
っ
た
か
と
言
え
る
か
。そ
う
だ
そ
の

こ
と
は
時
々
あ
っ
た
。人
生
が
多
く
の
豊
か
な
光
と
そ

れ
と
同
じ
く
ら
い
多
く
の
翳
り
が
あ
る
こ
と
を
知
る

過
程
で
あ
の
時
の
無
力
な
言
葉
た
ち
は
確
か
に
力
の

実
在
を
示
し
て
く
れ
た
の
だ
。こ
う
し
て
み
る
と
言

葉
は
そ
の
人
の
人
生
と
と
も
に
ゆ
っ
く
り
と
醸
成
し

て
い
く
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
今
、私
は
人
生
の
未
知
の
多
く
の
喜
び
と
挫
折
を

前
途
に
春
の
日
溜
ま
り
の
学
び
舎
を
去
る
卒
業
生
の

姿
と
自
分
自
身
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
問
い
　
こ
の
文
章
の
論
旨
に
即
し
て
、「
言
葉
」に
つ

い
て
筆
者
が
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
い
る
か
を
考

慮
し
て
傍
線
部
の
筆
者
の
心
情
を
説
明
せ
よ
。解
答

欄
1
3
.
5
c
m
×
4
行

　
I
B
プ
ロ
グ
ラ
ム
三
期
生
の
皆
さ
ん
、保
護
者
の
皆

様
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。二
年
間
の
I
B

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
I
B
の
十
の
学
習
者
像（
探
求

す
る
人
、知
識
の
あ
る
人
、考
え
る
人
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
人
、信
念
を
も
つ
人
、心
を
開
く
人
、

思
い
や
り
の
あ
る
人
、挑
戦
す
る
人
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
人
、振
り
返
り
が
で
き
る
人
）に
近
づ
け
た
で
し
ょ

う
か
？

　
私
は
こ
の
十
の
学
習
者
像
の
中
で
、R
i
s
k 

T
a
k
e
r
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
ま

す
。幸
運
な
こ
と
に
沖
尚
で
は
、生
徒
も
教
員
も

R
i
s
k 
T
a
k
e
r
で
あ
る
こ
と
を
選
択
で
き

る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。一
方
で
、リ
ス
ク
が
大
き

す
ぎ
る
と
周
囲
か
ら
批
判
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、米
国
の
哲
学
者
ラ
ル
フ・ワ
ル
ド・エマ
ー
ソ

ン
は
言
っ
て
い
ま
す
。「
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
を
進
む
よ

り
、自
分
で
切
り
開
か
な
い
と
。自
分
の
人
生
で
す
か

ら
」と
。皆
さ
ん
は
R
i
s
k 

T
a
k
e
r
の
立
派

な
お
手
本
で
す
。こ
れ
か
ら
も
リ
ス
ク
を
取
る
勇
気

を
忘
れ
ず
、幸
せ
な
未
来
を
切
り
開
い
て
行
っ
て
下
さ

い
。三
年
間
あ
り
が
と
う
！

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、こ
れ
ま
で
我
が
子
を
大
切
に

育
て
て
こ
ら
れ
た
保
護
者
の
皆
様
、ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　
在
学
中
は
、多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

い
ま
貴
方
達
一
人
一
人
が
大
き
く
成
長
し
、巣
立
っ
て
い

く
姿
を
目
の
あ
た
り
に
し
、こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。貴
方
達
は
本
校
の
文
武
両
道
の
伝
統

を
引
き
継
ぎ
、沖
縄
尚
学
の
名
を
全
国
に
響
か
せ
ま

し
た
。女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
の
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
。男
子
柔
道
部
九
州
新
人

大
会
団
体
準
優
勝
。野
球
部
、男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
の

九
州
地
区
大
会
で
の
活
躍
。な
ぎ
な
た
部
国
体
3

位
。そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
動
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。先
輩
方
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、ま

た
後
輩
に
戦
う
厳
し
さ
な
ど
を
身
を
も
っ
て
示
し
ま

し
た
。

　
高
校
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
は
、今
後
の
大
き

な
糧
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
れ
ま
で
に
養
っ
て
き

た
知
力
と
体
力
で
輝
か
し
い
未
来
を
自
ら
切
り
開
い

て
下
さ
い
。辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、ど
ん
な
時
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
下
さ

い
。貴
方
達
の
笑
顔
は
、周
り
の
人
た
ち
だ
け
で
は
な

く
自
分
自
身
を
も
支
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。今
後

の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

三
年
二
組
担
任

　桑
江

　涼

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年

三
年
三
組
担
任

　松
浦

　聡
子

感
謝
と
謙
虚
を
忘
れ
ず
に

三
年
五
組
担
任

　松
田

　紀
雄

最
後
ま
で
諦
め
ず

三
年
六
組
担
任

　米
盛

　浩一郎

勇
気
を
持
ち
続
け
て

三
年
十
組
担
任

　幸
地

　準

T
I
M
E

　F
L
I
E
S
!

三
年
十
三
組
担
任

　宮
城

　和
江

笑
顔
を
忘
れ
ず
に

三
年
十
二
組
担
任

　新
里

　歩

R
i
s
k 

T
a
k
e
r
s（
挑
戦
す
る
人
）

三
年
七
組
担
任

　石
原

　若
菜

自
分
な
り
の
幸
せ

三
年
九
組
担
任

　町
田

　宗
紀

未
来
の
実
現

三
年
八
組
担
任

　鈴
木

　航

大
好
き
な
君
た
ち
へ
、

　出
会
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

三
年
十
一
組
担
任

　高
橋

　和
仁

『
贈
る
言
葉
』と
題
さ
れ
た
次
の
文
章
を
読
み

後
の
問
い
に
答
え
よ

（5） （4）文武両道 暖かみ・厳しさ・知性

 



福岡教育大学

３の２
狩俣 舞衣

沖縄県立
看護大学

３の３
赤嶺 佑菜

筑波大学
医学群医学類

３の10
玉城 泰斗

沖縄電力株式会社

３の13
知念 大成

早稲田大学
スポーツ科

３の13
前田 優歩

先
生
方
や
級
友
に
感
謝

　
私
は
筑
波
大
学
医
学
群
医
学
類
に
推

薦
入
試
で
合
格
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
、
高
校
生
活
を
振
り
返
る
と
、
も
っ

と
早
め
に
進
路
に
つい
て
真
剣
に
考
え
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
志
望
校

を
決
め
た
の
は
高
校
二
年
生
の
時
で
、
そ

れ
ま
で
は
部
活
一辺
倒
の
生
活
を
し
て
し

ま
い
、
勉
強
に
対
す
る
集
中
力
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
進
路
が
決
ま

れ
ば
、
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
が
明
確
に

な
る
の
で
、
ま
だ
決
め
て
な
い一、
二
年

生
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
受
験
生
活
は
、
本
当
に
多
く
の
人
に

支
え
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。
普
段
の

授
業
だ
け
で
な
く
、
受
験
前
に
は
面
接

対
策
や
小
論
文
対
策
、
志
望
理
由
書
の

チ
ェッ
ク
な
ど
、多
く
の
先
生
方
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
ま
た
受
験
直
前
は
、
人
前
で
は

冷
静
さ
を
装
って
い
ま
し
た
が
と
て
も
緊

張
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
た
く

さ
ん
の
友
達
に
支
え
ら
れ
応
援
し
て
も

ら
い
、
受
験
本
番
で
は
大
き
な
力
に
な

り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
受
験
は一人

で
は
勝
ち
抜
い
て
い
け
な
い
と
い
う
事
を

強
く
実
感
し
ま
し
た
。
沖
尚
で
の
6
年

間
の
生
活
で
学
ん
だ
事
を
忘
れ
ず
、
周

り
の
人
への
「
感
謝
」
の
気
持
ち
を
持

ち
続
け
、
大
学
入
学
後
も
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
財
産

　
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
私
の

目
標
で
あ
る
沖
縄
電
力
に
入
社

出
来
る
事
を
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。幼
い
頃
か
ら
、
大
好
き

な
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
続

け
て
、
楽
し
い
時
、
苦
し
い
時
、

色
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。小
・

中
学
校
で
は
、
遊
び
感
覚
で

や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高
校
生

と
な
り
真
剣
に
野
球
に
向
き
合

う
こ
と
に
よ
り
勝
つ
こ
と
の
難

し
さ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切

さ
、
そ
の
他
細
か
い
事
な
ど
も

真
剣
に
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん

で
来
ま
し
た
。高
校
で
は
、
野
球

の
名
門
沖
縄
尚
学
で
甲
子
園
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
目
標

を
叶
え
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。昨
年
春
の
選
抜
を
か
け

た
「
秋
季
九
州
大
会
」
で
は
あ
と

一
勝
の
と
こ
ろ
で
甲
子
園
出
場

を
逃
し
た
こ
と
が
と
て
も
悔
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
よ
り

も
大
切
な
事
を
多
く
学
ぶ
事
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。沖
縄
尚

学
で
体
力
は
勿
論
、
仲
間
を
た

く
さ
ん
作
る
こ
と
が
出
来
、
人

間
力
や
基
礎
学
力
を
身
に
着
け

た
事
は
自
分
の
財
産
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
経
験
を
活
か
し
、
沖

縄
電
力
で
は
社
会
人
野
球
日
本

一
を
目
指
し
沖
縄
県
に
明
る
さ

と
希
望
を
も
た
ら
し
て
恩
返
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖
尚
で
の
糧
を
大
学
に
活
か
し
て

　
高
校
一
年
生
の
頃
か
ら
第
一
志
望
の
早

稲
田
大
学
に
進
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
合
格
通
知
を
見
た
時
は
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
合
格
す

る
こ
と
が
出
来
た
の
は
私
一
人
の
力
だ
け

で
は
な
く
、
い
つ
も
指
導
し
て
下
さ
っ
て

い
る
先
生
方
や
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
家

族
と
いっ
た
沢
山
の
人
の
お
か
げ
な
の
で

す
。
ま
た
、
寮
生
活
を
し
て
い
た
の
で

毎
日
の
ご
飯
は
学
校
の
食
堂
を
利
用
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
量
・
質
と

も
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
こ
と
が

で
き
、
体
力
も
つ
き
体
調
管
理
も
し
っ

か
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
幼
少
期
か
ら
し
て
い
る
テ
ニ
ス
を
大
学

入
学
後
も
継
続
し
ま
す
。
早
稲
田
大
学

庭
球
部
は
現
在
、
大
学
日
本
一
を
決
め

る
大
会
に
お
い
て
十
三
連
覇
と
い
う
偉
業

を
成
し
遂
げ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
環

境
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
技
術
力
向
上

も
、
も
ち
ろ
ん
で
す
が
人
間
力
も
身
に

付
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
一

年
生
か
ら
メ
ン
バ
ー
に
入
り
、
今
年
の
十

四
連
覇
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
選
手
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
は
学

問
の
面
に
お
い
て
も
ト
ッ
プ
レ
ベル
だ
と
思

う
の
で
高
い
質
で
の
文
武
両
道
を
実
践

し
、
入
学
後
も
沖
縄
尚
学
で
学
ん
だ
こ

と
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
頑
張
って

行
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

毎
日
の
授
業
を
大
切
に

　
私
は
高
校
か
ら
沖
尚
に
入
学
し
、

今
ま
で
様
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

空
手
や
異
文
化
交
流
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、英
検
な
ど
沖
尚
で
し
か
体
験

で
き
な
い
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参

加
し
、自
ら
の
人
間
力
や
学
力
向
上

に
精
進
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
無

事
、第一志
望
で
あ
る
福
岡
教
育
大
学

に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

合
格
す
る
ま
で
の
道
の
り
は
す
ご
く

大
変
で
、時
に
は
く
じ
け
そ
う
に
な
る

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、た
く
さ
ん
の

先
生
方
や
両
親
、友
達
の
支
え
や
励

ま
し
の
言
葉
に
何
度
も
救
わ
れ
、と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
試
験
の
勉
強
と
並
行
し

て
、小
論
文
や
面
接
対
策
を
す
る
の

は
大
変
な
事
で
あ
り
、もっ
と
勉
強
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。在
校
生
の

皆
さ
ん
は
、一日一日
の
授
業
を
大
切
に
、

三
年
生
に
な
って「
も
っ
と
勉
強
し
て

お
け
ば
良
かった
、やっぱ
り
あ
の
活
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
け
ば
良
かっ
た
」

と
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
今

の
う
ち
か
ら
勉
学
だ
け
で
な
く
、様
々

な
事
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
、た
く
さ
ん
の
先
生
方
、両

親
、友
達
か
ら
の
恩
を
忘
れ
ず
、大
学

へ
行
って
も
頑
張
って
い
き
た
い
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

対
策
を
し
っ
か
り

　
私
は
沖
縄
県
立
看
護
大
学
に
合

格
し
ま
し
た
。十
月
の
初
め
に
推
薦

入
試
に
出
願
で
き
る
こ
と
が
決
ま

り
、そ
れ
か
ら一ヶ
月
は
志
望
理
由
書

や
面
接
、小
論
文
の
対
策
だ
け
を
集

中
し
て
や
り
ま
し
た
。今
ま
で
セ
ン

タ
ー
試
験
の
勉
強
し
か
し
て
い
な
かっ

た
た
め
、小
論
文
や
志
望
理
由
書
も

思
う
よ
う
に
か
け
ず
先
生
か
ら
何

度
も
訂
正
し
て
も
ら
い
書
き
方
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ

で
、独
力
で
も
小
論
文
を
論
理
的
に

上
手
く
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。し
か
し
、模
擬
面
接
試
験
で
は
緊

張
し
て
、言
う
べ
き
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
った
り
、質
問
に
答
え
る
こ
と
が
出

来
な
い
な
ど
上
手
く
は
行
か
ず
受
験

日
の
前
日
ま
で
塾
や
学
校
の
先
生
方

と
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。受
験
本

番
で
は
小
論
文
を
上
手
く
ま
と
め
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、面
接

は
沢
山
練
習
し
て
い
た
お
か
げ
で
練

習
の
時
よ
り
も
し
っ
か
り
自
分
の
意

見
を
述
べつつ
面
接
官
の
人
達
と
話

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。推
薦
で
は

自
分
の
事
を
大
学
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

場
な
の
で
、面
接
を
しっか
り
対
策
す

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。先
生
方
の

協
力
の
お
か
げ
で
、合
格
で
き
て
ほ
ん

と
に
嬉
し
い
で
す
。

　一般公募推薦で合格の栄冠を勝ち取った生徒の一部を紹介します。具体的な対策、苦労したことな
どが語られています。また、難関と言われる「沖縄電力」に合格した生徒もいます。後輩たちの今後の
進路設計の参考になれば幸いです。

高
校
地
学
教
科
担
当
　
i
E
A
R
N
部
顧
問

i
E
A
R
N
と
は
I
C
T（
情
報
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
た

め
の
技
術
）を
活
用
し
て
世
界
と
学
び
合
う「
国
際
教
育
」を

推
進
し
て
い
る
組
織
。百
四
十
か
国
・
地
域
四
万
校
、二
百
万

人
が
参
加
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。二
〇
一八
年
の
第
三
十
回
世

界
大
会
で
十
五
年
連
続
参
加
が
評
価
さ
れ
特
別
表
彰
を
受

け
た
。

第
三
十
回
世
界
大
会

（
十
五
年
連
続
参
加
）特
別
表
彰

 

井
上
結
貴（
琉
球
大
学
国
際
地
域
創
造
学
部
二
年
生

元
ア
イ
ア
ー
ン
部 

副
部
長

　沖
尚
三
十
二
期
生
）

　
上
野
先
生
！
ア
イ
ア
ー
ン
で
表
彰
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
が
先
生
に
感
謝
し
て
い
る
こ
と
は
、私
の
い
い
と
こ
ろ
を
良
く
評
価

し
て
褒
め
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。ブ
ラ
ジ
ル
で
の
世
界
大
会
に
参
加
し
た
と
き
、忘
れ
物
を
し
た

り
勝
手
に
い
な
く
な
っ
た
り
大
惨
事
一
歩
手
前
の
こ
と
を
や
ら
か
し
て
も
怒
り
続
け
る
こ
と
は

な
く
、そ
の
あ
と
の
行
動
を
よ
く
見
て
く
れ
て
い
た
こ
と
が
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
な
と
今
で
も

そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。ア
イ
ア
ー
ン
に
入
部
後
、周
り
の
人
か
ら「
貴
方
は
積
極
に
な
っ
て
人
間

的
に
も
す
ご
く
変
わ
っ
た
よ
」と
よ
く
言
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
本
当
に
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
の
世
界
大
会
の
準
備
や
J
I
C
A
の
出
展
準
備
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
パ

ネ
ル
展
示
案
内
は
私
に
様
々
な
ス
キ
ル
が
こ
れ
か
ら
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
を
気
付
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。大
学
に
入
って
か
ら
授
業
中
の
発
表
や
プ
レ
ゼ
ン
作
り
が
そ
こ
ま
で
苦
に
な
ら
な

い
の
は
ア
イ
ア
ー
ン
で
鍛
え
ら
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。日
本
で
の
世
界
大
会
の
際
は
私
も
頑
張

れ
る
と
こ
ろ
は
頑
張
り
ま
す
の
で
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

 

東
京
大
学
工
学
部
三
年

　名
幸
瑛
心

　
上
野
先
生
は
変
わ
っ
た
先
生
で
、普
段
は
教
育
熱
心
な
先
生
、あ
る
と

き
は
デ
ジ
モ
ノ
マ
ニ
ア
、そ
し
て
海
外
研
修
中
は
プ
ロ
の
旅
行
者
に
な
り
ま

す
。興
味
の
幅
が
広
く
、そ
れ
だ
け
視
野
も
広
い
先
生
な
の
で
す
。こ
れ
か

ら
社
会
に
出
て
行
く
上
で
必
要
な
こ
と
だ
け
ど
普
通
に
学
校
で
学
ぶ
だ

け
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
こ
と
を
体
当
た
り
で
教
え
て
く
れ
る
、そ
ん
な
先
生
で
す
。

 

P
T
A
副
会
長

　名
幸
万
里
子

　
上
野
先
生
の
活
き
た
教
育
を
体
感
出
来
た
子
供
達
は
幸
せ
だ
と
思
い

ま
す
。

　「
五
年
後
に
役
に
立
つ
力
を
身
に
つ
け
る
」と
い
う
先
生
の
テ
ー
マ
が
種

と
な
り
、ず
っ
と
子
供
た
ち
の
中
で
育
ち
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。活
動

を
通
し
て
身
に
つ
け
た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
や
問
題
に
対
す
る
解
決

力
、折
れ
な
い
心
が
、こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
様
々
な
場
面
で
、柔
軟
に
対
応
出
来
る
人
間
力
と

な
って
生
き
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。先
生
に
会
え
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

  

今
般
、こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
い
た
こ
と
、

光
栄
に
思
う
の
と
同
時
に
P
T
A
活
動

で
出
会
っ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。何
も
わ
か
ら
ず
始
め
た
活
動

で
、人
と
し
て
親
と
し
て
言
い
尽
く
せ
な
い

ほ
ど
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し

た
。ま
た
出
会
っ
た
人
た
ち
は
、私
に
とっ

て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。こ
の
活

動
が
あ
っ
た
事
で
、四
人
の
息
子
た
ち
と

楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
よ

う
に
思
え
ま
す
。

  

P
T
A
は
、保
護
者
と
先
生
が
、手
を

取
り
合
い
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
が
の
び

の
び
楽
し
く
豊
か
な
学
校
生
活
を
送
る

名
物
先
生 
・・ 
上
野
浩
司
先
生

友
利
新
先
生「
食
育
講
演
」 

〜
親
が
子
ど
も
に
で
き
る
こ
と
〜
を
聞
い
て

 

仲
宗
根
芳
美（
一
の
二
）

日
本
P
T
A
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
・
特
別
賞
受
賞

沖
縄
県
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会

個
人
の
部
で
岩
田
美
和（
高
校
副

会
長
）が
長
年
の
功
績
に
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
白
い
ツ
ー
ピ
ー
ス
姿

で
登
場
し
た
瞬
間
、会

場
の
雰
囲
気
が
変
わ

り
、凜
と
し
た
態
度
と

美
し
さ
は
会
場
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
七
日
に
、沖
尚
O
G
で
医
師
と

し
て
活
躍
す
る
、友
利
新
先
生
を
お
招
き

し
、食
育
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。講
演

前
、理
事
長
や
副
理
事
長
の
先
生
方
に
真
っ

先
に
挨
拶
を
交
わ
し
、講
演
後
は
、「
私
の
話

は
ど
う
で
し
た
か
？
」と
尋
ね
ら
れ
、皆
さ
ん

か
ら
褒
め
ら
れ
た
表
情
は
か
つ
て
の
生
徒
の

顔
に
戻
り
、や
り
き
っ
た
感
満
載
で
し
た
。

　
宮
古
島
か
ら
医
師
を
志
し
沖
尚
入
学
後

か
ら
先
生
方
の
指
導
を
素
直
に
聞
き
学
習
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
何
事
に
も
一
生
懸
命

に
取
り
組
み
、親
子
共
々
夢
の
実
現
に
向
け

熱
心
に
取
り
組
む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
と

言
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、歩
く
習
慣
の
大
切
さ
、良
質

の
油
、肉
よ
り
魚
、甘
い
飲
み
物
が
体
に
与

え
る
悪
影
響
、夜
食
に
良
い
食
物
、保
湿
の

大
切
さ
等
多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。講
演

後
は
、我
家
の
生
活
の
見
直
し
を
痛
感
し
、

親
と
し
て
出
来
る
事
は
何
だ
ろ
う
か
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。息
子
は
こ
れ
か
ら
大
学

受
験
に
立
ち
向
か
い
ま
す
。大
学
受
験
は
体

力
だ
け
で
な
く
忍
耐
力
、集
中
力
も
必
要

と
な
り
ま
す
。万
全
で
臨
め
る
様
に
、食
の

面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、息
子
の

夢
を
共
有
し
、達
成
に
向
け
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。夢
を
実
現

し
、友
利
先
生
の
よ
う
に
活
躍
す
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
。

た
め
の
チ
ー
ム
だ
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

大
人
は
、いつ
で
も
子
ど
も
た
ち
の
将
来

（
道
）を
照
ら
す
太
陽
で
あ
って
欲
し
い
と

願
い
ま
す
。

P
T
A
会
長
　
樋
口
泰
子

（7） （6）文化力・コミュニケーション力 教養・倫理感



福岡教育大学

３の２
狩俣 舞衣

沖縄県立
看護大学

３の３
赤嶺 佑菜

筑波大学
医学群医学類

３の10
玉城 泰斗

沖縄電力株式会社

３の13
知念 大成

早稲田大学
スポーツ科

３の13
前田 優歩

先
生
方
や
級
友
に
感
謝

　
私
は
筑
波
大
学
医
学
群
医
学
類
に
推

薦
入
試
で
合
格
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
、
高
校
生
活
を
振
り
返
る
と
、
も
っ

と
早
め
に
進
路
に
つい
て
真
剣
に
考
え
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
志
望
校

を
決
め
た
の
は
高
校
二
年
生
の
時
で
、
そ

れ
ま
で
は
部
活
一辺
倒
の
生
活
を
し
て
し

ま
い
、
勉
強
に
対
す
る
集
中
力
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
進
路
が
決
ま

れ
ば
、
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
が
明
確
に

な
る
の
で
、
ま
だ
決
め
て
な
い一、
二
年

生
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
受
験
生
活
は
、
本
当
に
多
く
の
人
に

支
え
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。
普
段
の

授
業
だ
け
で
な
く
、
受
験
前
に
は
面
接

対
策
や
小
論
文
対
策
、
志
望
理
由
書
の

チ
ェッ
ク
な
ど
、多
く
の
先
生
方
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
ま
た
受
験
直
前
は
、
人
前
で
は

冷
静
さ
を
装
って
い
ま
し
た
が
と
て
も
緊

張
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
た
く

さ
ん
の
友
達
に
支
え
ら
れ
応
援
し
て
も

ら
い
、
受
験
本
番
で
は
大
き
な
力
に
な

り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
受
験
は一人

で
は
勝
ち
抜
い
て
い
け
な
い
と
い
う
事
を

強
く
実
感
し
ま
し
た
。
沖
尚
で
の
6
年

間
の
生
活
で
学
ん
だ
事
を
忘
れ
ず
、
周

り
の
人
への
「
感
謝
」
の
気
持
ち
を
持

ち
続
け
、
大
学
入
学
後
も
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
財
産

　
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
私
の

目
標
で
あ
る
沖
縄
電
力
に
入
社

出
来
る
事
を
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。幼
い
頃
か
ら
、
大
好
き

な
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
続

け
て
、
楽
し
い
時
、
苦
し
い
時
、

色
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。小
・

中
学
校
で
は
、
遊
び
感
覚
で

や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高
校
生

と
な
り
真
剣
に
野
球
に
向
き
合

う
こ
と
に
よ
り
勝
つ
こ
と
の
難

し
さ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切

さ
、
そ
の
他
細
か
い
事
な
ど
も

真
剣
に
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん

で
来
ま
し
た
。高
校
で
は
、
野
球

の
名
門
沖
縄
尚
学
で
甲
子
園
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
目
標

を
叶
え
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。昨
年
春
の
選
抜
を
か
け

た
「
秋
季
九
州
大
会
」
で
は
あ
と

一
勝
の
と
こ
ろ
で
甲
子
園
出
場

を
逃
し
た
こ
と
が
と
て
も
悔
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
よ
り

も
大
切
な
事
を
多
く
学
ぶ
事
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。沖
縄
尚

学
で
体
力
は
勿
論
、
仲
間
を
た

く
さ
ん
作
る
こ
と
が
出
来
、
人

間
力
や
基
礎
学
力
を
身
に
着
け

た
事
は
自
分
の
財
産
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
経
験
を
活
か
し
、
沖

縄
電
力
で
は
社
会
人
野
球
日
本

一
を
目
指
し
沖
縄
県
に
明
る
さ

と
希
望
を
も
た
ら
し
て
恩
返
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖
尚
で
の
糧
を
大
学
に
活
か
し
て

　
高
校
一
年
生
の
頃
か
ら
第
一
志
望
の
早

稲
田
大
学
に
進
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
合
格
通
知
を
見
た
時
は
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
合
格
す

る
こ
と
が
出
来
た
の
は
私
一
人
の
力
だ
け

で
は
な
く
、
い
つ
も
指
導
し
て
下
さ
っ
て

い
る
先
生
方
や
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
家

族
と
いっ
た
沢
山
の
人
の
お
か
げ
な
の
で

す
。
ま
た
、
寮
生
活
を
し
て
い
た
の
で

毎
日
の
ご
飯
は
学
校
の
食
堂
を
利
用
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
量
・
質
と

も
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
こ
と
が

で
き
、
体
力
も
つ
き
体
調
管
理
も
し
っ

か
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
幼
少
期
か
ら
し
て
い
る
テ
ニ
ス
を
大
学

入
学
後
も
継
続
し
ま
す
。
早
稲
田
大
学

庭
球
部
は
現
在
、
大
学
日
本
一
を
決
め

る
大
会
に
お
い
て
十
三
連
覇
と
い
う
偉
業

を
成
し
遂
げ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
環

境
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
技
術
力
向
上

も
、
も
ち
ろ
ん
で
す
が
人
間
力
も
身
に

付
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
一

年
生
か
ら
メ
ン
バ
ー
に
入
り
、
今
年
の
十

四
連
覇
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
選
手
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
は
学

問
の
面
に
お
い
て
も
ト
ッ
プ
レ
ベル
だ
と
思

う
の
で
高
い
質
で
の
文
武
両
道
を
実
践

し
、
入
学
後
も
沖
縄
尚
学
で
学
ん
だ
こ

と
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
頑
張
って

行
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

毎
日
の
授
業
を
大
切
に

　
私
は
高
校
か
ら
沖
尚
に
入
学
し
、

今
ま
で
様
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

空
手
や
異
文
化
交
流
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、英
検
な
ど
沖
尚
で
し
か
体
験

で
き
な
い
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参

加
し
、自
ら
の
人
間
力
や
学
力
向
上

に
精
進
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
無

事
、第一志
望
で
あ
る
福
岡
教
育
大
学

に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

合
格
す
る
ま
で
の
道
の
り
は
す
ご
く

大
変
で
、時
に
は
く
じ
け
そ
う
に
な
る

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、た
く
さ
ん
の

先
生
方
や
両
親
、友
達
の
支
え
や
励

ま
し
の
言
葉
に
何
度
も
救
わ
れ
、と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
試
験
の
勉
強
と
並
行
し

て
、小
論
文
や
面
接
対
策
を
す
る
の

は
大
変
な
事
で
あ
り
、もっ
と
勉
強
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。在
校
生
の

皆
さ
ん
は
、一日一日
の
授
業
を
大
切
に
、

三
年
生
に
な
って「
も
っ
と
勉
強
し
て

お
け
ば
良
かった
、やっぱ
り
あ
の
活
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
け
ば
良
かっ
た
」

と
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
今

の
う
ち
か
ら
勉
学
だ
け
で
な
く
、様
々

な
事
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
、た
く
さ
ん
の
先
生
方
、両

親
、友
達
か
ら
の
恩
を
忘
れ
ず
、大
学

へ
行
って
も
頑
張
って
い
き
た
い
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

対
策
を
し
っ
か
り

　
私
は
沖
縄
県
立
看
護
大
学
に
合

格
し
ま
し
た
。十
月
の
初
め
に
推
薦

入
試
に
出
願
で
き
る
こ
と
が
決
ま

り
、そ
れ
か
ら一ヶ
月
は
志
望
理
由
書

や
面
接
、小
論
文
の
対
策
だ
け
を
集

中
し
て
や
り
ま
し
た
。今
ま
で
セ
ン

タ
ー
試
験
の
勉
強
し
か
し
て
い
な
かっ

た
た
め
、小
論
文
や
志
望
理
由
書
も

思
う
よ
う
に
か
け
ず
先
生
か
ら
何

度
も
訂
正
し
て
も
ら
い
書
き
方
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ

で
、独
力
で
も
小
論
文
を
論
理
的
に

上
手
く
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。し
か
し
、模
擬
面
接
試
験
で
は
緊

張
し
て
、言
う
べ
き
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
った
り
、質
問
に
答
え
る
こ
と
が
出

来
な
い
な
ど
上
手
く
は
行
か
ず
受
験

日
の
前
日
ま
で
塾
や
学
校
の
先
生
方

と
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。受
験
本

番
で
は
小
論
文
を
上
手
く
ま
と
め
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、面
接

は
沢
山
練
習
し
て
い
た
お
か
げ
で
練

習
の
時
よ
り
も
し
っ
か
り
自
分
の
意

見
を
述
べつつ
面
接
官
の
人
達
と
話

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。推
薦
で
は

自
分
の
事
を
大
学
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

場
な
の
で
、面
接
を
しっか
り
対
策
す

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。先
生
方
の

協
力
の
お
か
げ
で
、合
格
で
き
て
ほ
ん

と
に
嬉
し
い
で
す
。

　一般公募推薦で合格の栄冠を勝ち取った生徒の一部を紹介します。具体的な対策、苦労したことな
どが語られています。また、難関と言われる「沖縄電力」に合格した生徒もいます。後輩たちの今後の
進路設計の参考になれば幸いです。

高
校
地
学
教
科
担
当
　
i
E
A
R
N
部
顧
問

i
E
A
R
N
と
は
I
C
T（
情
報
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
た

め
の
技
術
）を
活
用
し
て
世
界
と
学
び
合
う「
国
際
教
育
」を

推
進
し
て
い
る
組
織
。百
四
十
か
国
・
地
域
四
万
校
、二
百
万

人
が
参
加
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。二
〇
一八
年
の
第
三
十
回
世

界
大
会
で
十
五
年
連
続
参
加
が
評
価
さ
れ
特
別
表
彰
を
受

け
た
。

第
三
十
回
世
界
大
会

（
十
五
年
連
続
参
加
）特
別
表
彰

 

井
上
結
貴（
琉
球
大
学
国
際
地
域
創
造
学
部
二
年
生

元
ア
イ
ア
ー
ン
部 

副
部
長

　沖
尚
三
十
二
期
生
）

　
上
野
先
生
！
ア
イ
ア
ー
ン
で
表
彰
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
が
先
生
に
感
謝
し
て
い
る
こ
と
は
、私
の
い
い
と
こ
ろ
を
良
く
評
価

し
て
褒
め
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。ブ
ラ
ジ
ル
で
の
世
界
大
会
に
参
加
し
た
と
き
、忘
れ
物
を
し
た

り
勝
手
に
い
な
く
な
っ
た
り
大
惨
事
一
歩
手
前
の
こ
と
を
や
ら
か
し
て
も
怒
り
続
け
る
こ
と
は

な
く
、そ
の
あ
と
の
行
動
を
よ
く
見
て
く
れ
て
い
た
こ
と
が
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
な
と
今
で
も

そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。ア
イ
ア
ー
ン
に
入
部
後
、周
り
の
人
か
ら「
貴
方
は
積
極
に
な
っ
て
人
間

的
に
も
す
ご
く
変
わ
っ
た
よ
」と
よ
く
言
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
本
当
に
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
の
世
界
大
会
の
準
備
や
J
I
C
A
の
出
展
準
備
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
パ

ネ
ル
展
示
案
内
は
私
に
様
々
な
ス
キ
ル
が
こ
れ
か
ら
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
を
気
付
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。大
学
に
入
って
か
ら
授
業
中
の
発
表
や
プ
レ
ゼ
ン
作
り
が
そ
こ
ま
で
苦
に
な
ら
な

い
の
は
ア
イ
ア
ー
ン
で
鍛
え
ら
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。日
本
で
の
世
界
大
会
の
際
は
私
も
頑
張

れ
る
と
こ
ろ
は
頑
張
り
ま
す
の
で
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

 

東
京
大
学
工
学
部
三
年

　名
幸
瑛
心

　
上
野
先
生
は
変
わ
っ
た
先
生
で
、普
段
は
教
育
熱
心
な
先
生
、あ
る
と

き
は
デ
ジ
モ
ノ
マ
ニ
ア
、そ
し
て
海
外
研
修
中
は
プ
ロ
の
旅
行
者
に
な
り
ま

す
。興
味
の
幅
が
広
く
、そ
れ
だ
け
視
野
も
広
い
先
生
な
の
で
す
。こ
れ
か

ら
社
会
に
出
て
行
く
上
で
必
要
な
こ
と
だ
け
ど
普
通
に
学
校
で
学
ぶ
だ

け
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
こ
と
を
体
当
た
り
で
教
え
て
く
れ
る
、そ
ん
な
先
生
で
す
。

 

P
T
A
副
会
長

　名
幸
万
里
子

　
上
野
先
生
の
活
き
た
教
育
を
体
感
出
来
た
子
供
達
は
幸
せ
だ
と
思
い

ま
す
。

　「
五
年
後
に
役
に
立
つ
力
を
身
に
つ
け
る
」と
い
う
先
生
の
テ
ー
マ
が
種

と
な
り
、ず
っ
と
子
供
た
ち
の
中
で
育
ち
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。活
動

を
通
し
て
身
に
つ
け
た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
や
問
題
に
対
す
る
解
決

力
、折
れ
な
い
心
が
、こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
様
々
な
場
面
で
、柔
軟
に
対
応
出
来
る
人
間
力
と

な
って
生
き
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。先
生
に
会
え
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

  

今
般
、こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
い
た
こ
と
、

光
栄
に
思
う
の
と
同
時
に
P
T
A
活
動

で
出
会
っ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。何
も
わ
か
ら
ず
始
め
た
活
動

で
、人
と
し
て
親
と
し
て
言
い
尽
く
せ
な
い

ほ
ど
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し

た
。ま
た
出
会
っ
た
人
た
ち
は
、私
に
とっ

て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。こ
の
活

動
が
あ
っ
た
事
で
、四
人
の
息
子
た
ち
と

楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
よ

う
に
思
え
ま
す
。

  

P
T
A
は
、保
護
者
と
先
生
が
、手
を

取
り
合
い
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
が
の
び

の
び
楽
し
く
豊
か
な
学
校
生
活
を
送
る

名
物
先
生 

・・ 

上
野
浩
司
先
生

友
利
新
先
生「
食
育
講
演
」 

〜
親
が
子
ど
も
に
で
き
る
こ
と
〜
を
聞
い
て

 

仲
宗
根
芳
美（
一
の
二
）

日
本
P
T
A
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
・
特
別
賞
受
賞

沖
縄
県
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会

個
人
の
部
で
岩
田
美
和（
高
校
副

会
長
）が
長
年
の
功
績
に
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
白
い
ツ
ー
ピ
ー
ス
姿

で
登
場
し
た
瞬
間
、会

場
の
雰
囲
気
が
変
わ

り
、凜
と
し
た
態
度
と

美
し
さ
は
会
場
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
七
日
に
、沖
尚
O
G
で
医
師
と

し
て
活
躍
す
る
、友
利
新
先
生
を
お
招
き

し
、食
育
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。講
演

前
、理
事
長
や
副
理
事
長
の
先
生
方
に
真
っ

先
に
挨
拶
を
交
わ
し
、講
演
後
は
、「
私
の
話

は
ど
う
で
し
た
か
？
」と
尋
ね
ら
れ
、皆
さ
ん

か
ら
褒
め
ら
れ
た
表
情
は
か
つ
て
の
生
徒
の

顔
に
戻
り
、や
り
き
っ
た
感
満
載
で
し
た
。

　
宮
古
島
か
ら
医
師
を
志
し
沖
尚
入
学
後

か
ら
先
生
方
の
指
導
を
素
直
に
聞
き
学
習
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
何
事
に
も
一
生
懸
命

に
取
り
組
み
、親
子
共
々
夢
の
実
現
に
向
け

熱
心
に
取
り
組
む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
と

言
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、歩
く
習
慣
の
大
切
さ
、良
質

の
油
、肉
よ
り
魚
、甘
い
飲
み
物
が
体
に
与

え
る
悪
影
響
、夜
食
に
良
い
食
物
、保
湿
の

大
切
さ
等
多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。講
演

後
は
、我
家
の
生
活
の
見
直
し
を
痛
感
し
、

親
と
し
て
出
来
る
事
は
何
だ
ろ
う
か
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。息
子
は
こ
れ
か
ら
大
学

受
験
に
立
ち
向
か
い
ま
す
。大
学
受
験
は
体

力
だ
け
で
な
く
忍
耐
力
、集
中
力
も
必
要

と
な
り
ま
す
。万
全
で
臨
め
る
様
に
、食
の

面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、息
子
の

夢
を
共
有
し
、達
成
に
向
け
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。夢
を
実
現

し
、友
利
先
生
の
よ
う
に
活
躍
す
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
。

た
め
の
チ
ー
ム
だ
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

大
人
は
、いつ
で
も
子
ど
も
た
ち
の
将
来

（
道
）を
照
ら
す
太
陽
で
あ
って
欲
し
い
と

願
い
ま
す
。

P
T
A
会
長
　
樋
口
泰
子

（7） （6）文化力・コミュニケーション力 教養・倫理感
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文
化
活
動

ス
ポ
ー
ツ
活
動

名城　政次郎
理事長・高校校長

東北大学大学院
経済学研究科教授
西出 優子

活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ

「
グ
ロ
ー
カ
ル
に
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
に
」

　「
沖
縄
と
い
う
小
さ
な
島
か
ら
出
て
、広
い
日
本
・
世
界
を
見

て
視
野
を
広
げ
た
い
。」こ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、沖
縄
尚
学
卒
業

後
に
東
京
の
大
学
に
進
学
し
、米
国
留
学
も
経
験
し
ま
し
た
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
国
際
協
力
N
G
O
等
と
の
出
会
い
か
ら
、海
外
で

国
際
協
力
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

沖
縄
を
離
れ
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
は
、自
分
が
い
か
に
沖
縄
や

日
本
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
無
知
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、他
者
を
理
解
し
世
界
を
知
る
に
は
、ま
ず
は
、自
分
の
ル
ー
ツ
を
知
り
、確
固
と
し
た
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
値
観
・
意
見
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
わ
か
って
き
ま
し
た
。ま
た
、国
際
貢
献
と
いっ

て
外
に
目
を
む
け
て
い
ま
し
た
が
、実
は
、自
分
の
周
り
に
も
身
近
で
重
要
な
社
会
的
課
題
が
数
多
く

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。グ
ロ
ー
バル
な
視
点
を
持
ち
つつ
、地
に
足
を
つ
け
て
、当
事
者
意
識
や
市

民
性
を
も
って
、社
会
の一員
と
し
て
役
割
を
果
た
し
、グ
ロ
ー
カ
ル（
グ
ロ
ー
バ
ル
＋
ロ
ー
カ
ル
）に
行
動
す

る
こ
と
が
、グ
ロ
ー
バル
市
民
な
の
で
す
ね
。

　
長
年
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
、挑
戦
と
寄
り
道
、成
功
・
失
敗
を
通
し
て
、私
自
身
は
や
っ
と
こ
の
よ
う

に
思
い
至
り
ま
し
た
。現
在
の
在
校
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、日
々
、学
校
で
学
び
身
に
つ
け
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。沖
縄
尚
学
で
は
、現
在
、グ
ロ
ー
バル
教
養
人
を
育
成
す
る
た
め
に
、沖
縄
空
手
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
、異
文
化
交
流
な
ど
、勉
学
以
外
に
も
多
様
な
取
り
組
み
を
行
って
い
る
と
伺
い
、感
銘
を

受
け
ま
し
た
。特
に
沖
縄
空
手
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、世
界
の
ど
こ
に
行
っ
て
も
自
負
で
き
る
、沖
縄

尚
学
な
ら
で
は
の
独
自
の
取
り
組
み
で
、皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
強
み
・
土
台
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
が
グ
ロ
ー
バ
ル・リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
大
学
で
学
生
の
教
育
に
携
わ
っ
て
約
1
0
年

が
た
ち
ま
す
が
、沖
縄
尚
学
中
高
に
お
け
る
文
武
両
道
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
間
力
・
教
養
を
育
成
す
る

取
り
組
み
は
、一
人
の
大
学
人
か
ら
み
て
も
非
常
に
画
期
的
で
あ
り
、目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
熱
意
溢
れ
る
先
生
方
や
志
の
高
い
同
級
生
に
囲
ま
れ
た
沖
縄
尚
学
で
学
ん
だ
こ
と
。そ
れ
は
、「
基

礎
・
継
続
は
力
な
り
」、「
自
分
の
言
葉
を
持
つ
」、「
志
を
高
く
も
ち
、挑
戦
す
る
」、「
切
磋
琢
磨
で
き

る
友
人
・
仲
間
を
も
つ
」と
い
う
4
点
で
す
。特
に
、「
自
分
の
言
葉
を
持
て
！
」と
い
う
、恩
師
で
あ
る

副
理
事
長
・
名
城
政
一郎
先
生
の
言
葉
は
、今
で
も
心
に
刻
み
、日
々
の
励
み
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、私
も
教
育
者
と
し
て
多
様
な
学
生
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。N
P
O（
非
営
利
組
織
）論
を

担
当
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
、進
路
・
キ
ャ
リ
ア
、自
信
喪
失
、障
害
、L
G
B
T
Q（
性
的
少
数

者
）等
、学
業
を
超
え
た
相
談
も
受
け
、一緒
に
悩
み
寄
り
添
い
な
が
ら
、自
分
の
言
葉
で
語
り
か
け
て

い
ま
す
。彼
ら
が
成
長
す
る
こ
と
が
、大
き
な
や
り
が
い
で
す
。今
が
あ
る
の
は
、沖
縄
尚
学
で
の
、毎
回

の
授
業
に
熱
心
に
臨
ま
れ
、進
路
相
談
に
も
親
身
に
対
応
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
や
、一
緒
に
切
磋
琢

磨
し
て
き
た
同
級
生
の
お
か
げ
で
す
。こ
の
場
を
借
り
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。在
校
生
の
皆

さ
ん
も
、沖
縄
尚
学
で
、良
い
出
会
い
と
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、人
生
の
土
台
を
培
っ
て
、グ
ロ
ー
カ
ル

に
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

沖
縄
県
南
城
市
出
身
。
上
智
大
学
外
国
語
学
部
卒
業
。
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
大
学
公
共
経
営
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
大
阪
大
学

国
際
公
共
政
策
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
2
0
0
7
年
よ
り
東
北
大
学
に
て
、
非
営
利
組
織
論
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
経

営
組
織
、
等
の
授
業
を
担
当
。
著
書
に
『
S
o
c
i
a
l 

C
a
p
i
t
a
l 

a
n
d 

C
i
v
i
l 

S
o
c
i
e
t
y 

i
n 

J
a
p
a
n
』、『
は
じ
め
て
の
N
P
O
論
』（
共
著
）
な
ど
。

「
風
格
と
親
近
感
」を

　
　

   

感
じ
さ
せ
る
進
学
校
創
り

No.4

第47回沖縄県高等学校音楽コンテスト
ピアノ独奏の部　金賞　比嘉　桃子（2の6）
ピアノ独奏の部　金賞　太田　梨胡（2の9）

独唱の部　銀賞　渡慶次理緒（2の9）
ピアノ独奏の部　銀賞　比嘉　良叡（2の9）

第73回九州合唱コンクール宮崎大会
銀賞　　　合唱部（3の2）

第47回沖縄県高等学校音楽コンテスト
弦楽器独奏の部　銀賞　比嘉　良叡（2の9）

第42回沖縄県高等学校総合文化祭
弁論部門　２位　爲我井愛未（2の9）

第42回沖縄県高文連囲碁将棋秋季大会
個人　４位　長野　　航（3の9）

第53回沖縄県高等学校英語弁論大会
第1部（海外経験なし）　２位　具志堅芽生（1の2）
第2部（海外経験あり）　１位　屋宜　楽人（1の9）

第19回沖縄県高等学校英語ディベート大会
３位　國仲元之輔（1の9）　五十嵐涼花（1の9）

伊敷　美旅（1の9）　織田恵理子（2の7）
梅木　偲華（2の9）　太田　梨胡（2の9）

第42回沖縄県高等学校総合文化祭
美術工芸部門　優秀賞　石垣　　穗（1の3）

BYUハワイ校第20回全国高校生英語スピーチコンテスト
３位　豊田　真菜（2の9）

第14回沖縄県高校生中国語発表大会
詩の部　３位　棚原　小春（2の9）

平成30年度全日本通信珠算競技大会　沖縄県大会
フラッシュ暗算競技　第２位　宮内　　新（2の8）　前田　叡二（1の5）

玉寄　拓海（2の3）　幸地えりな（2の6）
読上暗算競技　第２位　宮内　　新（2の8）　前田　叡二（1の5）

玉寄　拓海（2の3）　幸地ゆりな（2の1）
幸地えりな（2の6）

読上算競技　第２位　宮内　　新（2の8）　前田　叡二（1の5）
玉寄　拓海（2の3）　幸地ゆりな（2の1）

幸地えりな（2の6）
高等学校の部　個人総合競技　第３位　幸地えりな（2の6）

新崎　一帆（1の5）
高等学校の部　団体総合競技　優　勝　知念優里奈（3の7）

大久保果林（3の7）
幸地えりな（2の6）

平成30年度全日本通信珠算競技大会
高等学校の部　個人総合競技　日本一　知念優里奈（3の7）

第28位　幸地えりな（2の6）

第28回九州地区高等学校英語スピーチコンテスト
第2部（海外経験あり）　１位　屋宜　楽人（1の9）

第37回全九州珠算選手権大会
団体総合競技　高校一般の部　優　勝　知念優里奈（3の7）

大久保果林（3の7）
幸地えりな（2の6）

個人総合競技　高校一般の部　優　勝　知念優里奈（3の7）
第２位　大久保果林（3の7）

そろばん　九州一　知念優里奈（3の7）
唐津市長賞　そろばん　九州一　知念優里奈（3の7）

そろばん　九州一（西日本新聞社）　知念優里奈（3の7）
フラッシュ暗算　第２位　知念優里奈（3の7）　大久保果林（3の7）

幸地えりな（2の6）　玉寄　拓海（2の3）
読上暗算競技　高校一般の部　第２位　知念優里奈（3の7）

玉寄　拓海（2の3）
読上算競技　高校一般の部　第２位　幸地えりな（2の6）

玉寄　拓海（2の3）

税に関する高校生の作文
那覇市長特別賞　糸村　昌大（1の8）
那覇税務署長賞　國吉　乃愛（1の8）

第35回JPTAピアノオーディション地区予選
優秀賞・全国大会派遣　高橋　凜花（1の3）

第51回琉球新報音楽コンクール
ピアノ部門　高校の部　１位　伊禮新生アレキザンダー（1の3）

弦楽器門　高校の部　２位　比嘉　良叡（2の9）

第22回ボランティア・スピリット・アワード
コミュニティ賞　地域研究部

第1回九州・山口ジュニアピアノコンクール沖縄大会　高校の部
グランプリ　伊禮新生アレキザンダー（1の3）
最優秀賞　伊禮新生アレキザンダー（1の3）

優秀賞　具志堅芽生（1の2）

第30回沖縄キリスト教学院大学・沖縄キリスト教短期大学主催
高校生英語弁論大会

インプロンプト賞　中里　真由（1の9）

第2回全九州高等学校総合文化祭鹿児島大会
弁論部門　優秀賞　爲我井愛未（2の9）

青少年赤十字メンバー活動
特別功労賞　神谷　紗綾（3の10）
功労賞　新城　朋未（3の10）
功労賞　池谷茉里菜（3の4）

平成30年度沖縄県私立中学高等学校学事奨励式
学校代表表彰者　屋宜　楽人（1の9）

第9回日本バッハコンクールinOKINAWA
優秀賞　高橋　凜花（1の3）

全日本ジュニア柔道選手権大会
男子個人81kg級　ベスト８　仲嵩　爽由（3の13）

平成30年度沖縄県高等学校新人体育大会　テニス競技
女子団体　優　勝　平林　夏帆（2の10）　長濱　帆伽（2の10）

石川さくら（2の4）　髙岡　鈴蘭（1の10）
山本　未来（1の10）　藤永　笑子（1の10）
丑番　希恵（1の10）　松本　祐華（1の10）

男子団体　優　勝　仲間　　舜（2の10）　大村　駿斗（2の1）
知念　泰我（2の10）　村上　　典（2の10）
桑原　太陽（2の10）　奥村龍太郎（1の10）
新垣　勇斗（1の10）　謝花　海希（1の10）

荒川　拓来（1の10）

平成30年度　沖縄県高等学校新人体育大会　柔道競技
男子団体　　　　  　優　勝　　　　　　　　　　
男子個人　  60kg級　優　勝　大城　盛舟（2の10）

準優勝　糸数未来斗（1の10）
66kg級　優　勝　知念　航平（2の10）

準優勝　早川　　潤（1の10）
 73kg級　優　勝　波平　泰輝（2の10）
81kg級　優　勝　三浦　大樹（2の10）

準優勝　岸良　武輝（1の10）
90kg級　優　勝　山里　健太（2の10）

準優勝　与那嶺　快（1の10）
100kg級　優　勝　金城　嘉生（2の10）

準優勝　仲村　一輝（2の10）
100kg超級　優　勝　屋田　継心（2の10）

準優勝　比嘉　大翔（1の10）

平成30年度　沖縄県高等学校新人体育大会　空手道競技
男子個人組手－61kg　優　勝　垣花　聖武（1の6）
女子個人組手－59kg　優　勝　嘉数　萌乃（2の6）

－59kg　準優勝　比嘉　桃子（1の10）
＋59kg　優　勝　林　愛由菜（2の8）

＋59kg　準優勝　寺内優利花（1の10）
女子団体形　３　位　　　　　　　　　　
女子総合　２　位　　　　　　　　　　

女子団体組手　優　勝　　　　　　　　　　

JOCカップ第39回全日本ジュニア選抜
室内テニス選手権大会九州予選

九州テニス協会選出　松本　祐華（1の10）

九州高等学校新人体育大会　柔道競技
男子個人　60㎏級　３位　糸数未来斗（1の10）

100㎏級　３位　仲村　一輝（2の10）

第38回全九州高等学校空手道新人大会
女子個人組手＋59kg　準優勝　林　愛由菜（2の8）

第38回全九州高等学校空手道新人大会　南ブロック
女子個人組手－59kg　優　勝　嘉数　萌乃（2の6）

＋59kg　優　勝　林　愛由菜（2の8）
女子団体組手　５　位　　　　　　　　　　

第43回沖縄県高等学校野球1年生大会　優　勝

第41回全国選抜高校テニス大会　九州地区大会
女子団体　優　勝　平林　夏帆（2の10）　長濱　帆伽（2の10）

石川さくら（2の4）　髙岡　鈴蘭（1の10）
山本　未来（1の10）　藤永　笑子（1の10）
丑番　希恵（1の10）　松本　祐華（1の10）

第18回おきでん旗争奪　第37回沖縄県なぎなた大会
団体試合　高校生の部　優勝　　　　　　　　　　
個人試合　高校生の部　３位　金城　　凜（2の6）
演技競技　高校生の部　２位　金城　　凜（2の6）

玉村　純鈴（2の10）

　「
風
格
と
親
近
感
」
を

感
じ
さ
せ
る
た
く
ま
し
い

進
学
校
を
標
ぼ
う
し
て

「
沖
縄
尚
学
高
等
学
校
」

を
発
足
（
一
九
八
三
年
・

昭
和
五
十
八
年
）
し
て
か

ら
、
今
年
で
三
十
五
周
年

の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

本
校
の
職
員
･
生
徒
･
保

護
者
の
皆
さ
ん
が
本
校
の

教
育
の
推
進
に
協
力
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
創
立
以
来
、
中
高
一
貫
体
制
の
下
、
県
内
・
県
外
・

海
外
の
難
関
大
学
に
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
（
過
去
三
十
三
年
間
）
ま
で
に
国

公
立
大
学
五
一
三
五
名
（
旧
帝
大
二
八
六
名
）・ 

医

学
科
（
五
五
〇
名
）・
海
外
大
学
（
二
七
〇
名
）
の

実
績
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
面
、
文
化
面

で
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
全
国
高
校

野
球
甲
子
園
大
会
優
勝
二
回
・
明
治
神
宮
野
球
大
会

（
全
国
）
優
勝
、
全
国
柔
道
選
手
権
大
会
優
勝
、
全

国
な
ぎ
な
た
大
会
優
勝
な
ど
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し

た
。
文
字
通
り「
風
格
と
親
近
感
」を
感
じ
さ
せ
る「
文

武
両
道
の
た
く
ま
し
い
進
学
校
」
と
し
て
、
沖
縄
の

戦
後
教
育
史
に
大
き
な
金
字
塔
を
打
ち
立
て
て
き
た

と
自
負
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
卒
業
後

も
本
校
の
二
つ
の
学
校
訓
の
理
念
を
、
日
常
生
活
の

中
で
周
り
の
人
に
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
行
動
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

●
怖
れ
ず
・
侮
ら
ず
・
気
負
わ
ず
　
や
る
べ
き
こ

と
に
取
り
組
み
ま
す

●
暖
か
み
・
厳
し
さ
・
知
性
を
身
に
つ
け
　
感
謝

と
奉
仕
の
心
を
実
践
し
ま
す

　
本
校
の
卒
業
生
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
人
々
か
ら
そ
の
人
間
力

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
創
立
三
十
五
周
年
を
記
念
し
、
来
る

三
月
十
六
日
（
土
）
に
、
第
一
部
は
、
名
城
政
一
郎

副
理
事
長
が
「
二
十
一
世
紀
型
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構

築 

― 

グ
ロ
ー
バ
ル
進
学
校
と
は
」
を
講
演
し
、
第
二

部
は
、
私
が
副
理
事
長
と
の
対
談
形
式
で
「
怖
れ
ず
・

侮
ら
ず
・
気
負
わ
ず 

― 

私
が
歩
ん
で
き
た
道
」
の
題

で
話
し
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
ご

家
族
、
友
人
・
知
人
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
出

席
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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（1） （8）怖れず・侮らず・気負わず 暖かみ・厳しさ・知性


